
        
                                

                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集 これからの公民館     

2023(令和5年)3月発行  

芽吹く   
群馬県生涯学習センター館⾧ 山下 武 

 

今年度、本センターに、障害者雇用促進のための「ハートフルスクールサポートス

テーション」が設置されました。職員の皆さんには、センターや学校などで除草や剪

定、芝生の植え付けなど、環境整美を中心に業務を行ってもらっています。設置から

半年、日焼けした顔には自信があふれ、一人一人に成⾧の様子が見て取れます。 

今、生涯学習では、社会的包摂や障害者の方への対応が課題になっていると聞い

ています。⾧引くコロナ禍で、学びを通じて「人づくり・つながりづくり・地域づく

り」を行う取組は、ますますその重要性を増していると感じています。そうした中で

始まった「ハートフルスクールサポートステーション」は、35 年目を迎えた本セン

ターの新たな一歩となる取組です。皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 
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総
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ऒ
ो
ऊ
ै
भ
生
涯
学
習
؞
社
会
教
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群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ổ 

特
別
館
⾧ 

村
山 

義
久 

 

３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
や
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
な
ど

に
よ
り
、
我
が
国
の
社
会
は
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
間
、
本
県
の
学
校
教
育
は
、
感
染
防
止
対
策
の
徹

底
に
努
め
な
が
ら
、
１
人
１
台
端
末
環
境
の
整
備
や
学
び
の

革
新
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

に
あ
ỵ
て
も
、
社
会
的
包
摂
协
ソ
勖
シ
勐
ル
・
イ
ン
ク
ル
勖

ジ
勒
ン
卐
の
実
現
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
に
向
け
て
歩

み
を
進
め
る
べ
き
重
要
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ổ
で
は
、
国
の
第
11
期
中

央
教
育
審
議
会
生
涯
学
習
分
科
会
の
議
論
の
整
理
(
以
下

「
議
論
の
整
理
」
)
等
を
踏
ま
え
て
、
次
年
度
以
降
の
取
組

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
「
議
論
の
整
理
」
の
概
要
は
、
別
途

【
補
説
】
に
記
し
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
、
そ
の
中
に
示
さ

れ
た
今
後
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
振
興
方
策
の
う
ち
、

助
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
機
能
強
化
努、助
地
域
と
学

校
の
連
携
・
協
働
の
推
進
努
䣍助
多
様
な
障
害
に
対
応
し
た
生

涯
学
習
の
推
進
努
の
３
点
が
政
策
形
成
の
上
で
特
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
以
下
、
本
稿
で
は
、
「
こ
れ
か
ら

の
公
民
館
」
と
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
」
を
中
心
に
私
た
ち

の
考
え
や
本
誌
編
集
の
趣
旨
等
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１ 

ऒ
ो
ऊ
ै
भ
公
民
館 

 

こ
れ
ま
で
公
民
館
は
、
各
地
域
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

推
進
の
中
核
を
担
ỵ
て
き
ま
し
た
が
、
「
議
論
の
整
理
」
で

は
、
社
会
の
変
化
に
伴
う
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

改
め
て
公
民
館
に
、
役
割
の
明
確
化
と
地
域
の
コ
ミ
勑
ニ
テ

勋
拠
点
機
能
の
強
化
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
今
年
度
の
「
生
涯
学
習
ぐ
ん
ま
」
は
、
助
こ
れ
か
ら
の

公
民
館
努
と
題
し
て
特
集
を
組
み
、
本
県
の
実
態
を
踏
ま
え

た
今
後
の
取
組
の
方
向
性
を
提
案
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。 

 

特
集
は
、
冒
頭
に
、
前
橋
市
桂
萱
公
民
館
館
⾧
と
し
て

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
茂
木
勇
前
橋
市
未
来

創
造
部
未
来
政
策
課
課
⾧
補
佐
の
論
考
助
こ
れ
か
ら
の
公
民

館
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
努
を
掲
載
し
、
次
に
、
助
本
県
公
民

館
の
特
色
あ
る
取
組
努
と
し
て
４
つ
の
公
民
館
の
取
材
記
録

を
掲
載
し
ま
し
た
。
障
害
者
の
生
涯
学
習
、
学
校
の
学
び
を

補
完
す
る
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
勖
向
上
の
取
組
、
防
災
教
育

を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
、
外
部
の
専
門
機
関
と
の
連
携
な

ど
、
い
ず
れ
も
今
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ổ
マ
で
あ
り
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
ỵ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
特
集
の
最
後
は
、
多
く
の
公
民
館
に
御
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
助
公
民
館
ア
ン
ケ
勖
ト
結
果
分
析
努
で
す
。
約
半

数
で
高
齢
者
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
の
取
組
が

行
わ
れ
る
一
方
、
学
校
と
連
携
し
た
取
組
や
障
害
者
の
生
涯

学
習
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
見
て
取
れ
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
へ
の
対
応
は
、
高
齢
者
の
安
全
確
保
の
観

点
か
ら
も
極
め
て
重
要
な
取
組
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
ち
ま

せ
ん
。
他
方
、
学
校
は
地
域
最
大
の
人
的
・
物
的
資
源
で
あ

り
、
人
口
減
少
時
代
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
劣
子
供

た
ち
の
力
は
不
可
欠
で
す
。
今
日
、
地
域
と
の
連
携
・
協
働

は
学
校
経
営
の
生
命
線
で
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校
と
公
民
館

の
相
互
理
解
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
地
域
学
校
協
働
本
部
な
ど
を
活
用
し
、
学

校
に
は
公
民
館
と
の
、
公
民
館
に
は
学
校
と
の
連
携
・
協
働

に
、
更
に
意
を
用
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
取
組
は
劣
地
域
に
助
学
び
と
活

動
の
好
循
環
努
を
生
み
出
す
劣
い
わ
ば
エ
ン
ジ
ン
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
公
民
館
で
学
び
活
動
し
た
子
供
た
ち
が
成
⾧

し
、
高
校
生
や
大
学
生
、
社
会
人
と
な
ỵ
て
公
民
館
の
活
動

や
地
域
の
課
題
解
決
を
担
ỵ
て
い
く
。
そ
う
し
た
循
環
を
つ

く
る
こ
と
が
、
社
会
的
包
摂
の
実
現
と
未
来
に
向
け
た
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
ỵ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
、
地
域
の
多
く
の
方
々
に
、
子
供
た
ち
の
放

課
後
や
休
日
の
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
、
そ
う
し
た
活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
づ
く
り
に
よ
る
情
報
共
有
や
資
質
向
上
の
た

め
の
取
組
も
必
要
で
す
。
私
た
ち
は
、
引
き
続
き
、
子
供
た

ち
に
関
わ
る
活
動
を
担
う
方
々
に
資
す
る
講
座
の
提
供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
講
座
へ
の
参
加
を
、
参
加
者
同
士
の
連

携
・
協
働
の
契
機
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

２ 

障
害
者
भ
生
涯
学
習 

次
に
、「
障
害
者
の
生
涯
学
習
」
に
つ
い
て
で
す
。
国
は
、 

平
成
29
年
４
月
、
松
野
博
一
文
部
科
学
大
臣
の
メ
ỿ
セ
ổ

ジ
「
特
別
支
援
教
育
の
生
涯
学
習
化
に
向
け
て
」
の
公
表
と

併
せ
て
、
通
知
「
障
害
者
の
生
涯
を
通
じ
た
多
様
な
学
習
活

動
の
充
実
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
、
向
か
う
べ
き
大
き
な
方

2 



向
性
を
示
し
ま
し
た
。以
後
、平
成
31
年
３
月
の
有
識
者
会

議
報
告
書
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進
方
策
に
つ
い
て―

誰
も
が
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
共
に
学
び
、
生
き
る

共
生
社
会
を
目
指
し
て―

」、
令
和
４
年
３
月
の
「
障
害
者
の

生
涯
学
習
の
推
進
を
担
う
人
材
育
成
の
在
り
方
検
討
会
議
論

の
ま
と
め
(
報
告
)」
及
び
助
共
生
社
会
の
マ
ナ
ビ
卛
障
害
者

の
生
涯
学
習
支
援
入
門
ガ
イ
ド
・
事
例
集
卛
努
な
ど
を
公
表

し
、
よ
り
具
体
的
な
取
組
の
在
り
方
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

他
方
、平
成
30
年
度
の
国
の
調
査
で
は
、
障
害
者
の
学
習
活

動
の
支
援
に
関
わ
勂
た
経
験
が
助
な
い
努
と
回
答
し
た
公
民

館
等
が
85
・
５
％
で
あ
り
、
81
・
１
％
が
「
学
習
機
会
が

充
実
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
な
取
組
だ
と
思
う
」
と
回
答
し
た

障
害
者
の
ニ
勖
ズ
と
は
か
け
離
れ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。
令

和
２
年
度
に
秋
田
県
が
実
施
し
た
「『
障
害
者
の
生
涯
学
習
』

に
関
す
る
ニ
ổ
ズ
調
査
(
特
別
支
援
学
校
生
徒
の
保
護
者
ア

ン
ケ
ổ
ト
)」
に
は
、
学
校
卒
業
後
の
学
び
の
場
や
交
流
の
場

を
求
め
る
当
事
者
の
切
実
な
声
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

助
障
害
者
の
生
涯
学
習
努
は
劣
社
会
的
包
摂
実
現
の
た
め 

に
私
た
ち
が
喫
緊
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
勖
マ 

で
す
。
そ
し
て
、
取
組
を
有
意
義
で
持
続
可
能
な
も
の
に
す 

る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
、
団
体
、
関
係
者
等
と
の
連
携
は 

も
と
よ
り
、
当
事
者
で
あ
る
障
害
者
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾 

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
、
私
ど
も
は
、「
障
害 

者
の
生
涯
学
習
」
を
テ
ổ
マ
と
し
た
講
座
を
設
け
る
予
定
で 

す
。
是
非
御
参
加
を
い
た
だ
き
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け 

た
取
組
に
つ
い
て
、
御
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
り 

難
い
と
思
い
ま
す
。 

３ 

終
ॎ
ॉ
प 

 

今
年
度
、
本
セ
ン
タ
ổ
に
は
、「
ハ
ổ
ト
フ
ル
ス
ク
ổ
ル

サ
ポ
ổ
ト
ス
テ
ổ
シ
ἂ
ン
」
が
設
置
さ
れ
、
障
害
を
持
つ
職

員
が
、
民
間
企
業
等
へ
の
就
労
を
目
指
し
て
日
々
頑
張
ỵ
て

い
ま
す
。
学
校
や
行
政
機
関
等
に
あ
ỵ
て
も
障
害
者
雇
用
は

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
共
生
社
会
に
向
け
て
の
歩
み
は
着

実
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
助
社
会
的
包

摂
努
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
劣
障
害
者
に
加
え
劣
様
々

な
要
因
で
困
難
な
状
況
に
あ
る
方
々
へ
の
支
援
も
行
勂
て
い

く
必
要
が
あ
り
劣
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
劣
そ
う
し
た

方
々
の
学
び
や
交
流
の
場
を
つ
く
勂
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
私
た
ち
は
、
本
県
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
推
進
の
中

核
施
設
と
し
て
、
課
題
へ
の
取
組
が
適
切
に
行
わ
れ
、
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
学
び
の
機
会
を
持
ỵ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
国
や
県
、
市
町
村
教
育
委
員
会
等
と
緊
密
に
連

携
し
、
今
後
も
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
携
わ
る
皆
さ
ん

と
共
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
本
セ
ン
タ
ổ
で
は
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
取

組
の
ほ
か
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
科
学
展
示
室
等
を
活
用
し

た
少
年
科
学
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
群
馬

県
と
し
て
、
理
数
の
学
び
を
基
盤
に
社
会
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
本

セ
ン
タ
ổ
の
様
々
な
科
学
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
の
団
体
利
用
、

全
県
で
実
施
し
て
い
る
「
お
も
し
ろ
科
学
教
室
」
な
ど
は
、

子
供
た
ち
に
、
い
わ
ば
助
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
芽
努
を
育
む
も
の

で
あ
り
、
新
し
い
教
育
に
資
す
る
取
組
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
御
注
目
と
御
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
補
説
】
生
涯
学
習
؞
社
会
教
育
प
係
ॊ
国
भ
方
向
性 

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
、
平

成
30
年
３
月
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
人
口
減
少
時
代

の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
に

つ
い
て
」
に
お
い
て
中
⾧
期
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
の
最
中
、
令
和
２
年
９
月
の
「
第
10
期
中
教
審
生
涯
学

習
分
科
会
に
お
け
る
議
論
の
整
理 

多
様
な
主
体
の
協
働
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
つ
な
が
る
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
Ộ
命

を
守
り
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
へ

Ộ
」
を
経
て
、
令
和
４
年
８
月
の
助
第
11
期
中
教
審
生
涯

学
習
分
科
会
に
お
け
る
議
論
の
整
理
卛
全
て
の
人
に
ウ
勍
ル

ビ
勖
イ
ン
グ
を
実
現
す
る
劣
共
に
学
び
支
え
あ
う
生
涯
学

習
・
社
会
教
育
に
向
け
て
卛
努
に
お
い
て
、
社
会
の
変
化
や

課
題
に
対
応
す
る
劣
新
た
な
意
義
と
役
割
が
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
う
し
た
分
科
会
の
議
論
等
も
踏
ま
え
、
中
教
審
は
、

令
和
５
年
３
月
に
答
申
「
次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い

て
」
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
以
下
、
主
な
答
申
等
の
概

要
を
御
紹
介
し
ま
す
が
、
次
年
度
、
最
新
の
動
向
を
含
め
、

国
の
方
向
性
に
つ
い
て
御
説
明
す
る
機
会
を
設
け
る
予
定
で

す
の
で
、
そ
の
際
は
奮
ỵ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

ア 

平
成
30
年
３
月
助
人
口
減
少
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く 

 

り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振
興
方
策
に
つ
い
て
努
协
答
申
卐 

答
申
で
は
、
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
意
義
と
果
た
す 

べ
き
役
割
を
助
社
会
教
育
を
基
盤
と
し
た
劣
人
づ
く
り
・
つ

な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
努
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
新
た
な
方
向
性
を
「
住
民
の
主
体
的
な
参
加
の
た
め
の

き
ỵ
か
け
づ
く
り
」
、
「
ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
型
行
政
の
実
質

3 



化
」
及
び
「
地
域
の
学
び
と
活
動
を
活
性
化
す
る
人
材
の
活

躍
」
を
通
じ
た
助
開
か
れ
劣
つ
な
が
る
社
会
教
育
の
実
現
努

と
し
、
具
体
的
な
方
策
と
し
て
「
学
び
へ
の
参
加
の
き
ỵ
か

け
づ
く
り
の
推
進
」、「
多
様
な
主
体
と
の
連
携
・
協
働
の
推

進
」、「
多
様
な
人
材
の
幅
広
い
活
躍
の
促
進
」
等
を
提
言
し

ま
し
た
。
公
民
館
に
は
、
地
域
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
の
維
持
と
持

続
的
な
発
展
を
推
進
す
る
セ
ン
タ
ổ
的
役
割
や
防
災
、
地
域

学
校
協
働
活
動
の
拠
点
な
ど
の
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

イ 

令
和
２
年
９
月
助
第
10
期
中
央
教
育
審
議
会
生
涯
学
習 

 
 

 

分
科
会
に
お
け
る
議
論
の
整
理
努 

課
題
を
「
社
会
的
包
摂
の
実
現
」、「
人
生
１
０
０
年
時
代

へ
の
対
応
」、「Soceity5.0

に
向
け
た
対
応
」、「
地
域
活
性

化
の
推
進
」、「
子
供
・
若
者
の
地
域
・
社
会
へ
の
主
体
的
な

参
画
と
多
世
代
交
流
の
推
進
」
等
で
あ
る
と
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ỿ
ド
な
学
び
な
ど
の
助
新
し
い
時
代

の
学
び
の
在
り
方
努、コ
ロ
ナ
禍
や
自
然
災
害
の
多
発
な
ど
を

受
け
た
助劫
命
を
守
る
劬
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
努
及
び
助
学

び
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
努
を
提
言
、
推
進
の
た
め
の
５
つ

の
方
策
を
示
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
先
進
的
な
取
組
を
紹

介
す
る
事
例
・
施
策
集
も
添
付
さ
れ
ま
し
た
。 

ウ 

令
和
４
年
８
月
助
第
11
期
中
央
教
育
審
議
会
生
涯
学
習 

 

分
科
会
に
お
け
る
議
論
の
整
理
努 

現
状
・
課
題
と
し
て
「
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
『
つ
な 

が
り
』
の
希
薄
化
や
困
難
な
立
場
に
あ
る
人
々
(
貧
困
の
状

況
に
あ
る
子
供
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
孤
独
・
孤
立
の
状
態

に
あ
る
者
、
外
国
人
等
)
に
関
す
る
課
題
の
顕
在
化
・
深
刻

化
等
に
よ
り
、
社
会
的
包
摂
と
そ
の
実
現
を
支
え
る
地
域
コ

ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
が
一
層
重
要
に
な
ỵ
て
い
る
」
こ
と
、
「
デ
ジ

タ
ル
社
会
進
展
へ
の
対
応
の
観
点
か
ら
、
国
民
全
体
の
デ
ジ

タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ổ
向
上
の
た
め
の
取
組
強
化
が
喫
緊
の
課
題

に
な
ỵ
て
い
る
」
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
、
自
己
実
現
や
学
び
を
通
じ
た
「
人
づ
く
り
・
つ
な

が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
と
い
ỵ
た
従
来
の
役
割
に
加

え
、助
ウ
勍
ル
ビ
勖
イ
ン
グ
※
の
実
現
努
、
助
地
域
コ
ミ
勑
ニ

テ
勋
の
基
盤
と
し
て
の
役
割
努
、
助
社
会
的
包
摂
の
実
現
を

図
る
役
割
努
な
ど
が
よ
り
重
要
に
な
ỵ
て
い
る
と
し
、
今
後

の
振
興
方
策
と
し
て
、
助
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
機

能
強
化
劣
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
努、助
社
会
教
育
人
材
の

養
成
劣
活
躍
機
会
の
拡
充
努
、
助
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協

働
の
推
進
努
、
助
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
努、助
多
様
な
障

害
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の
推
進
努
等
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 
な
お
、「
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
機
能
強
化
」
に

つ
い
て
は
、
次
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

① 
公
民
館
等
の
役
割
の
明
確
化
(
社
会
的
包
摂
の
実

現
、
地
域
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
づ
く
り
、
地
域
課
題
の
解

決
、
子
供
の
居
場
所
と
し
て
の
役
割
等
) 

 

② 

リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
双
方
を
活
用
し
た
住
民
相 

互
が
「
つ
な
が
り
」
を
持
て
る
学
習
・
交
流
の
促
進 

③ 

公
民
館
等
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
強
化
(
Ｐ
Ｃ
等
機
器

導
入
、W

i-Fi

環
境
整
備
等
) 

 

④ 

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
や
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ỻ

ズ
ン
シ
ỿ
プ
を
育
む
た
め
の
教
育
の
充
実 

 

⑤ 

他
機
関
と
の
連
携
(
「
自
前
主
義
」
か
ら
の
脱
却
)

の
推
進
や
住
民
の
意
向
の
反
映
、
外
部
評
価
の
活
用
等

に
よ
る
運
営
の
改
善 

エ 

次
期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
协
答
申
卐 

令
和
４
年
２
月
、
国
か
ら
中
教
審
に
助
歴
史
の
転
換
点
に

立
勂
て
い
る
と
の
認
識
努
を
前
提
と
し
た
次
期
教
育
振
興
基

本
計
画
(
令
和
５
年
度
Ộ
令
和
９
年
度
)
策
定
の
諮
問
が
あ

り
、
令
和
５
年
３
月
に
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
答
申
で

は
、
次
期
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
助
２
０
４
０
年
以

降
の
社
会
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育

成
努
、
助
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
勍
ル
ビ
勖
イ
ン
グ
の
向

上
努
の
２
点
を
掲
げ
、
５
つ
の
基
本
的
な
方
針
と
16
の
教

育
政
策
の
目
標
、
基
本
施
策
及
び
指
標
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
関
わ
ỵ
て
は
、
主
と
し
て
「
多
様

な
教
育
ニ
ổ
ズ
へ
の
対
応
と
社
会
的
包
摂
」
、
「
生
涯
学

び
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
」
、
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
・
協
働
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上
」
、

「
地
域
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
の
基
盤
を
支
え
る
社
会
教
育
の
推

進
」
、
「
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
・
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
」
等

の
目
標
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
、
駆
け
足
で
主
な
答
申
等
の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
し

た
が
、
経
緯
や
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
、
文
部
科
学

省
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ổ
ジ
で
御
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

※ 

ウ
勍
ル
ビ
勖
イ
ン
グ
协Wel

l‐
bei

ng

卐
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の 

 
 

国
際
機
関
で
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
概
念
で
あ
り
、
我
が
国
で

も
、
近
年
、
政
策
の
成
果
を
測
る
指
標
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
様
な
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ
や
生
き
が
い
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
が
幸
せ
や
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
状
態

と
さ
れ
、
そ
の
実
現
は
劣
本
県
の
重
点
施
策
で
も
あ
り
ま
す
。 
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茂
木 

勇 

１ 

म
ग
ी
प 

振
り
返
る
と
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
携
わ
る
全
て
の

皆
さ
ん
に
と
ỵ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症(
以
下
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
。)
に
振
り
回
さ
れ
た
３
年
間
だ
ỵ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
だ
が
、
令
和
５
年
１

月
時
点
で
未
だ
終
息
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
い
よ
い
よ
新

た
な
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。昨
年
12
月
2
日
成

立
の
改
正
感
染
症
法
の
付
則
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
位
置
づ
け

を
再
検
討
す
る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
国
は

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
へ
の
引
下
げ
に
向
け

た
議
論
を
本
格
化
し
て
い
く
方
針
だ
と
い
う
(
産
経
新
聞
、

令
和
4
年
12
月
2
日
)。
今
や
同
法
改
正
を
契
機
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
な
が
ら
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
を
議
論

す
る
フ
ỽ
ổ
ズ
に
突
入
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
生
涯
学
習
・
社

会
教
育
を
念
頭
に
、
筆
者
の
勤
務
す
る
前
橋
市
の
取
組
状
況

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
と
り
わ
け
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」
に
注
目
し
て
考
え
て
み
た
い
。 

 

２ 

এ
५
ॺ
॥
ট
ॼ
भ
公
民
館 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
公
民
館
を
検
討
す
る
に
当
た
ỵ
て
は
第

11
期
中
央
教
育
審
議
会(
中
教
審
)
生
涯
学
習
分
科
会
が
令

和
4
年
8
月
に
公
表
し
た
「
議
論
の
整
理
」
が
参
考
に
な

る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
同
分
科
会
の
動
向
及
び
「
議
論

の
整
理
」
の
概
要
を
把
握
し
た
後
、「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
に

求
め
ら
れ
る
も
の
」
を
考
え
て
み
た
い
。 

(
１
)
中
教
審
؞
生
涯
学
習
分
科
会
भ
動
向 

中
教
審
・
生
涯
学
習
分
科
会
の
動
向
を
振
り
返
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
が
社
会
的
課
題
と
な
ỵ
た
第

10
期
分
科
会
(
平
成
31
年
4
月
Ộ
令
和
2
年
8
月
)

で
は
、「
命
を
守
り
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
学
校
教
育
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ổ
ル
構
想
の
推
進
や
社
会
教
育
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
及
び

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
問
題
が
提
起
さ
れ
た
ほ
か
、
社
会
的
包

摂
を
実
現
す
る
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
在
り
方
等
が
議
論

さ
れ
た
。
こ
れ
に
続
く
第
11
期
分
科
会(

令
和
3
年
5

月
Ộ
令
和
4
年
7
月)

の
期
間
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
発

足
し
、
令
和
3
年
6
月
に
は
「
政
府
の
各
種
基
本
計
画
等

に
は
ウ
ỽ
ル
ビ
ổ
イ
ン
グ
に
関
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
す
る
」

旨
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
*1
。
こ
の
ウ
ỽ
ル
ビ
ổ
イ
ン

グ
は
「
個
人
の
権
利
や
自
己
実
現
が
保
障
さ
れ
、
身
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
に
良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

概
念
」(
厚
生
労
働
省
)
と
定
義
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
経

済
運
営
に
関
わ
る
官
民
共
通
の
指
標
と
な
ỵ
て
い
る
*2
。

ま
た
、
令
和
4
年
2
月
に
は
中
教
審
に
対
し
、
次
期
教
育

振
興
基
本
計
画
の
策
定
に
係
る
諮
問
が
行
わ
れ
、
①
超
ス
マ

ổ
ト
社
会
(Society 

5.0

)
に
対
応
す
る
た
め
の
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
、
②
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
的
包
摂
の
推

進
、
③
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
ず
ウ
ỽ
ル
ビ
ổ
イ
ン
グ
が
実
現

さ
れ
る
制
度
の
在
り
方
等
が
現
在
審
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
第
11
期
分
科
会
で
は
、
第
10
期
の
議
論
を
ベ
ổ

ス
に
、
そ
の
後
の
社
会
的
変
化
を
踏
ま
え
、
次
期
教
育
基
本

計
画
の
策
定
に
資
す
る
内
容
を
議
論
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。 

(
２
)
第
11
期
分
科
会
「
議
論
भ
整
理
」
भ
概
要 

 

令
和
4
年
8
月
に
公
表
さ
れ
た
議
論
の
整
理
は
全
３

章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。詳
細
は
文
部
科
学
省
HP

*3
で
確

認
で
き
る
が
、
以
下
で
は
そ
の
概
要
の
み
を
記
載
す
る
。 

１
章
⁔
現
状
・
課
題
認
識
で
は
、
２
つ
の
課
題
認
識
が
示

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
(1)
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等

に
よ
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
や
困
難
な
立
場
に

あ
る
人
々
(
貧
困
状
況
に
あ
る
子
供
、
障
害
者
、
高
齢
者
、

孤
独
・
孤
立
状
態
に
あ
る
人
、
外
国
人
等
)
に
関
す
る
課
題

の
顕
在
化
・
深
刻
化
と
(2)
政
府
の
進
め
る「
新
し
い
資
本
主

義
」
に
向
け
て
、
人
へ
の
投
資
の
充
実
と
デ
ジ
タ
ル
社
会
対

応
の
必
要
性
の
増
大
の
２
つ
で
あ
る
。 

２
章
⁔生
涯
学
習
・
社
会
教
育
が
果
た
し
う
る
役
割
で
は
、

従
来
か
ら
の
「
個
人
の
生
涯
に
わ
た
る
自
己
実
現
を
図
る
学

習
」
や
「
社
会
教
育
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ἁ
ニ

テ
ỻ
づ
く
り
」
と
い
ỵ
た
役
割
に
加
え
、
超
ス
マ
ổ
ト
社
会

(Society5.0

)
の
到
来
と
人
生
１
０
０
年
時
代
に
象
徴
さ

れ
る
「
先
の
見
え
な
い
時
代
」
を
背
景
に
、
新
た
に
①
ウ
ỽ

ル
ビ
ổ
イ
ン
グ
の
実
現
、
②
地
域
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
の
基
盤
、

③
社
会
的
包
摂
の
実
現
等
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
旨
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
③
社
会
的
包
摂
の
一
環
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
を
は
じ
め
、
格
差
や
分
断
の
な
い
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
な
役
割
が
求
め
ら
れ

る
、
と
し
て
い
る
。 

論
考 
ऒ
ो
ऊ
ै
भ
公
民
館
प
求
ी
ै
ो
ॊ
ु
भ 

5 

前
橋
市
未
来
創
造
部
未
来
政
策
課
課
⾧
補
佐 

群
馬
大
学
共
同
教
育
学
部
兼
任
講
師 



以
上
の
議
論
を
も
と
に
、
３
章
⁔
今
後
の
生
涯
学
習
・
社

会
教
育
の
振
興
方
策
で
は
、「
５
つ
の
振
興
方
策
」
と
「
国
や

地
方
の
役
割
」
を
示
し
て
い
る
(
図
表
２
)。 

(
３
)
ऒ
ो
ऊ
ै
भ
公
民
館
प
求
ी
ै
ो
ॊ
ु
भ 

議
論
の
整
理
の
第
３
章
に
掲
げ
る
「
５
つ
の
振
興
方
策
」

の
う
ち
、
方
策
１
・
３
・
５
は
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
現
場
」

に
直
結
す
る
特
に
重
要
な
論
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。 

ま
ず
、[
方
策
１
]
は
、
全
て
の
公
民
館
で
総
点
検
し
て
ほ

し
い
項
目
で
あ
る
。
人
員
も
予
算
も
限
ら
れ
る
な
か
、
各
公

民
館
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
は
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化

し
、
そ
の
守
備
範
囲
は
広
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
１
の
①
公

民
館
等
の
役
割
明
確
化
が
示
す
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
資
源
を

ど
の
業
務
に
割
き
、
ど
の
社
会
問
題
と
対
峙
す
る
の
か
、
各

公
民
館
の
地
域
性
や
住
民
ニ
ổ
ズ
等
を
考
慮
し
な
が
ら
再
考

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
１
の
②
③
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
に

つ
い
て
は
、
施
設
・
講
座
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
整
備
(
ハ
ổ
ド

面
)と
地
域
住
民
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消(
ソ
フ
ト
面
)

の
両
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ổ
チ
が
必
要
と
な
る
。
公
民
館
Ｄ
Ｘ

の
三
種
の
神
器
は
「
ス
マ
ổ
ト
ロ
ỿ
ク
」
と
「W

i-Fi

」、「
ス

マ
ổ
ト
会
議
室
」
の
３
つ
と
さ
れ
る
が
*4
、
デ
ジ
タ
ル
環
境

整
備
を
進
め
る
に
は
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
の
活
用
も
視
野
に
、
企
画
財
政
部
門
と
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
全
庁
的
な
取
組
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
１
の
④

他
機
関
と
の
連
携
強
化
も
今
後
の
講
座
運
営
を
考
え
る
上
で

重
要
な
論
点
と
言
え
る
。こ
れ
か
ら
の
公
民
館
に
あ
ỵ
て
は
、

講
座
の
「
自
前
主
義
」
に
陥
る
こ
と
な
く
、
各
分
野
の
専
門

機
関
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
や
企
業
Ｃ
Ｓ
Ｒ
講
座
の
取
り
込
み
を

図
る
な
ど
、
連
携
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

 

ま
た
、[
方
策
３
]
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
3
月
の

地
教
行
法
改
正
を
う
け
て
努
力
義
務
化
さ
れ
た
コ
ミ
ἁ
ニ
テ

ỻ
・
ス
ク
ổ
ル
に
関
し
、
令
和
5
年
度
以
降
、
文
部
科
学
省

が
本
格
導
入
に
向
け
て
取
組
を
強
化
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と

は
、
関
係
の
皆
さ
ん
は
よ
く
御
存
知
だ
と
思
う
。
地
域
学
校

協
働
活
動
に
せ
よ
、
学
校
運
営
協
議
会
に
せ
よ
、
地
域
住
民

の
参
画
を
前
提
と
す
る
以
上
、
地
域
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
の
中
核

た
る
公
民
館
が
、
コ
ổ
デ
ỻ
ネ
ổ
ト
役
を
求
め
ら
れ
る
の
は

自
然
な
流
れ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
学
校
教
育
部
門
と
社
会

教
育
部
門
で
情
報
交
換
を
進
め
な
が
ら
、
公
民
館
と
し
て
体

制
整
備
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

さ
ら
に
、[
施
策
５
]
に
関
し
て
は
、
平
成
31
年
3
月

に
文
部
科
学
省
が
設
置
し
た
有
識
者
会
議
に
よ
る
報
告
書

「
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進
方
策
つ
い
て
」
*5
に
詳
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、障
害
の
有
無
に
関
ら
ず
、「
だ
れ
で
も
、

い
つ
で
も
、
学
べ
る
社
会
」
の
建
設
に
向
け
て
、
各
公
民
館

で
取
組
を
加
速
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
講
座
の
企
画
・

実
施
に
あ
た
ỵ
て
は
、
予
め
障
害
を
お
持
ち
の
方
や
そ
の
支

援
団
体
等
と
十
分
に
協
議
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
本
県

に
あ
ỵ
て
は
邑
楽
町
中
央
公
民
館
が
以
前
か
ら
障
害
者
の
生

涯
学
習
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
是
非
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
取
組
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

３ 

公
民
館
事
業
भ
充
実
प
向
ऐ
थ 

(
１
)
業
務
連
携
प
向
ऐ
ञ
２
ण
भ
考
इ
方 

 

前
章
で
は
方
策
１
・
３
・
５
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
が
、

公
民
館
現
場
と
し
て
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
全
て
の
振
興
方
策
に

挑
戦
す
る
意
向
を
お
持
ち
だ
と
思
う
。
と
は
言
え
、
日
常
的

な
施
設
管
理
や
講
座
運
営
、
団
体
調
整
等
で
手
一
杯
な
状
況

に
あ
り
、
す
ぐ
に
業
務
を
大
幅
に
追
加
す
る
だ
け
の
余
力
は

現
場
に
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。そ
う
で
あ
れ
ば
、

限
ら
れ
た
人
員
と
予
算
で
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
像
」
を
模

索
・
実
現
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

に
関
し
て
、
筆
者
は
公
民
館
の
業
務
連
携
に
活
路
を
見
出
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
は
２
つ
の
道
筋
が
あ
る
。 

１
つ
は
、
教
育
委
員
会
の
み
な
ら
ず
首
⾧
部
局
を
含
め
、

自
治
体
内
で
機
能
分
担
を
図
り
、
全
体
と
し
て
目
標
像
を
達

成
す
る
方
法
。
も
う
１
つ
は
、
隣
接
自
治
体
や
問
題
意
識
を

共
有
す
る
自
治
体
間
で
協
議
を
行
い
、
自
治
体
連
携
の
な
か

で
目
標
像
を
達
成
す
る
方
法
で
あ
る
。
前
者
は
、
公
民
館
以

外
で
も
「
住
民
の
学
び
」
や
「
地
域
づ
く
り
」
に
関
係
す
る

内
容
で
あ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
込
み
、
自
治
体
全
体
で
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
推
進
体
制
を
構
築
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
見
ら
れ
る
「
出
前
講
座
」
を
大
幅
に

拡
充
す
る
イ
メ
ổ
ジ
と
言
え
ば
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
後

者
は
、
各
公
民
館
の
特
徴
や
強
み
を
持
ち
寄
り
、
隣
接
自
治

体
等
で
業
務
連
携
を
進
め
る
考
え
方
で
あ
る
。
１
対
１
の
自

治
体
連
携
の
み
な
ら
ず
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ổ
や
県
教
育

事
務
所
が
連
携
拠
点
と
な
る
場
合
や
県
公
民
館
連
合
会
が
各

自
治
体
に
呼
び
掛
け
る
場
合
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。 

(
２
)
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
भ
概
念
॑
公
民
館
ष 

次
に
、
庁
内
他
部
署
や
他
の
自
治
体
と
業
務
連
携
す
る
に

6 



は
、
前
提
と
し
て
事
業
形
式
(
目
標
設
定
や
事
業
手
法
、
投

入
資
源
等
)
や
評
価
方
法
の
観
点
か
ら
情
報
が
整
理
さ
れ
、

関
係
者
間
で
自
由
に
比
較
検
討
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
必

要
が
あ
る
(
こ
れ
を
業
務
標
準
化
と
呼
ぶ
)。
業
務
標
準
化
に

は
少
な
く
と
も
①
事
業
フ
Ỿ
ổ
マ
ỿ
ト
と
②
運
用
ル
ổ
ル
に

お
い
て
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
る
が
、
本
稿
で

は
こ
の
点
に
関
し
て
公
民
館
事
業
に
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
概
念
を
導

入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。 

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
は
「
政
策
の
企
画
を
そ
の
場
限
り
の
エ
ピ
ソ

ổ
ド
に
頼
る
の
で
は
な
く
政
策
目
的
を
明
確
化
し
た
上
で
合

理
的
根
拠
(
エ
ビ
デ
ン
ス
)
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
こ
と
」

(
総
務
省
)
と
定
義
さ
れ
、
平
成
30
年
10
月
、
総
務
省
の

有
識
者
会
議
以
降
、議
論
が
本
格
化
し
て
き
て
い
る
*6
。同

会
議
資
料
で
は
「
エ
ビ
デ
ン
ス
の
形
成
に
は
十
分
な
デ
ổ
タ

と
厳
密
な
方
法
に
基
づ
き
、
政
策
オ
プ
シ
ἂ
ン
の
効
果
や
費

用
を
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る
と
と

も
に
、「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
前
提
と
し
て
、
政
策
の
ロ
ジ
ỿ
ク
モ
デ

ル
(
投
入
資
源
、
実
施
活
動
、
事
業
結
果
、
事
業
成
果
の
論

理
関
係
を
説
明
す
る
図
)
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
」

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
論
と
し
て
、
公
民
館
事
業
を
は
じ
め
、
多
く
の

社
会
事
業
や
政
策
的
介
入
の
本
質
と
は
、
人
々
の
社
会
的
行

動
に
何
か
し
ら
の
変
化
(
特
定
分
野
の
意
識
変
容
や
行
動
変

容
等
)
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
取
組
で
あ
る
*7
。
勿
論
、
こ

れ
ま
で
も
公
民
館
担
当
者
は
、
実
施
事
業
に
効
果
が
あ
ỵ
た

の
か
常
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
が
、
今
後
、
庁
内
他
部
署
や

他
自
治
体
と
業
務
連
携
す
る
に
は
、
関
係
者
で
事
業
内
容
や

事
業
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。 

 

そ
の
意
味
で
は
、
総
務
省
資
料
後
段
の
指
摘
は
特
に
重
要

で
、
公
民
館
事
業
の
業
務
標
準
化
は
「
ロ
ジ
ỿ
ク
モ
デ
ル
(
以

下
、「
Ｌ
Ｍ
」
と
い
う
。)」
を
導
入
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

有
効
で
あ
る
。参
考
に
、
令
和
3
年
度
に
前
橋
市
の
各
公
民

館
で
実
施
し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
解
消
事
業
に
関
す
る
Ｌ

Ｍ
を
図
表
３
と
し
て
示
す
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
詳
細
は
茂

木(

２
０
２
２)

に
譲
り
*8
、
以
下
で
は
Ｌ
Ｍ
様
式
の
概
要

を
説
明
す
る
。ま
ず
、事
業
担
当
者
は
実
施
事
業
に
つ
い
て
、

Ｌ
Ｍ
様
式
を
用
い
て
「
投
入→

活
動→

結
果→

成
果
(
中
間

成
果
と
最
終
成
果
)」
の
各
段
階
に
分
け
て
記
入
し
、
事
業
の

組
立
て
(
論
理
構
成
)
を
可
視
化
す
る
。
そ
の
際
、
事
業
目

的
に
照
ら
し
た
成
果
目
標
と
、
そ
れ
を
把
握
す
る
た
め
の
測

定
可
能
な
成
果
指
標
の
設
定
が
最
も
重
要
な
作
業
と
な
る
。

な
お
、
Ｌ
Ｍ
様
式
は
実
施
起
案
の
添
付
書
類
に
指
定
し
、
起

案
前
に
職
員
間
で
議
論
す
る
こ
と
を
ル
ổ
ル
化
し
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
同
僚
職
員
や
管
理
職
は
①
活
動
内
容
は

妥
当
か
、
②
事
業
目
的
に
対
し
て
投
入→

活
動→

結
果
は
一

貫
し
て
い
る
か
、
③
想
定
事
業
の
結
果
と
成
果
の
ロ
ジ
ỿ
ク

に
無
理
は
な
い
か
、
④
成
果
指
標
は
測
定
可
能
か
な
ど
の
視

点
か
ら
、
事
前
に
議
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

(
３
)
Ｌ
Ｍ
導
入
द
何
ऋ
変
ॎ
ॊ
भ
ऊ 

 

Ｌ
Ｍ
導
入
に
よ
り
、
公
民
館
現
場
の
何
が
変
わ
る
の
か
。

そ
の
効
果
は
大
き
く
３
点
あ
り
、
何
れ
も
庁
内
他
部
署
や
他

自
治
体
と
連
携
を
進
め
る
上
で
重
要
な
論
点
に
な
る
。 

１
つ
目
は
、
各
事
業
の
組
立
て
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

社
会
課
題
と
実
施
事
業
の
間
の
論
理
関
係
が
よ
り
明
確
に
な

り
、事
業
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
。こ
の
こ
と
は
同
時
に
、

庁
内
他
部
署
や
他
自
治
体
、
そ
し
て
地
域
住
民
へ
の
説
明
力

向
上
に
も
つ
な
が
る
。
２
つ
目
は
、
Ｌ
Ｍ
に
沿
ỵ
て
事
業
評

価
を
行
う
こ
と
で
成
果
測
定
が
楽
に
な
る
こ
と
。
特
に
、
事

後
ア
ン
ケ
ổ
ト
に
対
す
る
考
え
方
が
劇
的
に
変
わ
り
、
ア
ン

ケ
ổ
ト
結
果
を
活
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
３
つ
目
は
、
各
職

員
に
対
し
て
実
施
事
業
の
可
視
化
を
強
く
求
め
る
た
め
、
事

業
の
属
人
化
を
防
ぎ
、
業
務
引
継
を
円
滑
化
で
き
る
こ
と
。

こ
れ
は
担
当
職
員
の
業
務
支
援
の
み
な
ら
ず
、
管
理
職
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
に
も
効
果
が
あ
る
。 

 

４ 

結
ल
प 

 

第
11
期
生
涯
学
習
分
科
会
の「
議
論
の
整
理
」で
は
５
つ

の
振
興
方
策
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
単
独
の
公
民
館
で
全
て
に

取
り
組
む
こ
と
は
困
難
と
考
え
、
私
見
と
し
て
、
業
務
連
携

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
業
務
標

準
化
の
必
要
性
か
ら
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
概
念
」、
な
か
で
も
Ｌ
Ｍ

の
導
入
を
提
案
し
た
。
業
務
連
携
や
Ｌ
Ｍ
導
入
に
は
、
様
々

な
内
部
調
整
が
予
想
さ
れ
、
容
易
に
は
進
ま
な
い
と
は
思
う

一
方
、
変
化
の
大
き
な
時
代
を
前
に
、
現
場
職
員
の
肌
感
と

し
て
、
他
の
公
民
館
と
業
務
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
も
は
や

不
可
避
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
ず
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

等
を
活
用
し
て
、
地
域
課
題
共
有
の
報
告
会
や
先
進
事
例
勉

強
会
の
共
同
開
催
等
、
可
能
な
範
囲
で
業
務
連
携
の
機
会
を

増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
が
そ
う
し
た

活
動
に
少
し
で
も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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■
注
釈 

*1 
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
(
令 

 
 

和
3
年
6
月
閣
議
決
定
) 

*2 

例
え
ば
、
雇
用
政
策
研
究
会
報
告
書
を
参
照
。 

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/shing

i2/0000204414_00003.htm
l 

*3 

文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
を
参
照
。https://w

w
w

.m
ext.go.jp/cont 

ent/20922-m
xt_syog

ai03
-000024695_

1.p
df 

*4 

内
閣
府
Ｈ
Ｐ
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
」
資
料
で
公
民
館
Ｄ
Ｘ
の
３
種
の
神
器
を
紹
介
。 

https://w
w

w
.chisou.go.jp/so

usei/about/m
irai/pdf/denenkou 

hukin_jisso
u_

gaiyou.pdf 

*5 

学
校
卒
業
後
に
お
け
る
障
害
者
の
学
び
の
推
進
に
関 

す
る
有
識
者
会
議
「
障
害
者
の
生
涯
学
習
の
推
進
方 

策
つ
い
て
」
を
参
照
。https://w

w
w

.m
ext.go.jp/b

_m
e

nu/ 

shingi/chousa/shougai/041/to
ushin/1

41
4985.htm

 

*6 

総
務
省
Ｈ
Ｐ
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
(
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政 

策
立
案
)
に
関
す
る
有
識
者
と
の
意
見
交
換
会
」
資 

料
を
参
照
。https://w

w
w

.soum
u.go.jp/m

ain_sosiki/kenkyu/ 

ebpm
_opinions/index.htm

l 

*7 

ピ
ổ
タ
ổ
ロ
ỿ
シ
ほ
か
(
大
島
巌
ほ
か
監
訳
)「
プ
ロ 

 
 

グ
ラ
ム
評
価
の
理
論
と
方
法
」、
序
文
ｉ
ペ
ổ
ジ
、
日 

 
 

本
評
論
社
、2005

年 

*8 

茂
木
勇(2022)

「
地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド 

対
策
と
市
民
協
働
」、
高
崎
商
科
大
学
、「
コ
ミ
ἁ
ニ 

テ
ỻ
パ
ổ
ト
ナ
ổ
シ
ỿ
プ
紀
要
」
第
8
号
pp.

67-

77 
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中教審･生涯学習分科会資料をもとに筆者作成

〇生涯学習
　個人の生涯に渡る
　自己実現を図る学習
〇社会教育
　学びを通じた人づくり､
　つながりづくり、地域
　づくり

図表1　これからの生涯学習・社会教育が果たす役割

◎ウェルビーイングの実現
　｢個人｣の幸せと｢場｣の良い状態
◎地域コミュニティの基盤
　対面･ｵﾝﾗｲﾝ双方でつながり、相互
　に学び合う｢場｣として活用
◎社会的包摂の実現
　困難な立場にある人々にはそれぞれ
　学習ニーズがある。国民のデジタル
　リテラシーを高めて、全ての人に学習
　機会を提供する

今までの役割 これからの役割

人生100年時代

VUCAの時代

DXの進展 Society5.0

＋

筆者作成

講
座
の
結
果
、

生
じ
る
成
果

中間成果
 市民のﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｷﾙ向上
 指標:
 ①講座満足度　80％以上
 ②ｽｷﾙ習得度  80％以上

中間成果
　学びの循環の創出
　指標:
 ①ｻﾎﾟｰﾀｰ登録 　目標なし
 ②他者への伝達　50%以上

実施結果
《一般向け》
・講座修了者
・体験講座参加者
指標:回数・参加者

実施結果
《ハブ人材向け》
・養成講座修了者
　

指標:回数・参加者

　
　
 
公
民
館
講
座
の
範
疇

事業内容
《一般向け》
・スキルアップ講座
・初めてのスマホ体験講座

事業内容
《ハブ人材向け》
・サポーター養成講座
（入門～活用の5段階）

投入資源
・デジタル活用支援員事業（デジタル庁補助金）
・事業実施団体（教育系NPO,人材派遣会社）
・行政資源（庁内関係課8名からなるWGﾁｰﾑ）

講座の狙い

図表３　前橋市デジタルデバイド解消事業のロジックモデル

最終成果
　誰ひとり取り残されない人に優しいデジタル社会の建設
　
　指標:DD対象者38,700人の解消

デジタルに苦手意識を持つ人の不安を解消するとともに、
地域のハブ的人材である人に、学んだことを周囲の人に
伝達できるデジタルサポーターを養成することを目指す。

最終
成果

投入

活動

結果

中間
成果

誰を対象に

どんな変化を

期待するのか

パーソナルデータ  

前橋市未来創造部未来政策課課⾧補佐 

兼 ICT 戦略推進係⾧。群馬大学共同教育 

学部兼任講師として「社会教育実践研究」を担当。博士

(工学)。平成３０～令和２年度には前橋市桂萱公民館

⾧として地域とのつながりを模索し、住民と YouTube 配信

による講座番組に取り組むなど積極的に活動。 

moteki isamu 
茂木 勇 
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・
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中教審･生涯学習分科会資料をもとに筆者作成

国・地方は、国民のデジタルリテラシー向上に向けた取組を一層推進

地方は社会教育人材の活躍機会の拡充を進めるとともに、社会的包摂や
地域コミュニティ構築に係る部局や、関連ＮＰＯ等との連携・協力を促進

方策5）多様な障害に
対応した生涯学習推進

①障害者の生涯学習推進に関する施策的位置づけ
②障害者の生涯学習推進にを担う人材確保や共生
　社会に関わる理解促進

〇国や地方の果たす役割
・ 国は、生涯学習・社会教育が、社会的包摂の実現や地域コミュニティ構築

の役割を果たせるよう次期教育基本計画等に振興方策の全体像を明確化

方策2）社会教育人材
の養成と活躍機会の拡充

①社教主事の配置促進と活躍機会の拡大
②多様な分野と連携できるよう社会教育士の制度拡充
③社会教育人材の継続的な学習機会の確保

方策3）地域と学校の連
携・協働の推進

①コミュニティ・スクールの全国的な導入加速
②地域学校協働推進員の常駐化と学校運営協議会
　 支援員の拡充
③学校運営への多様な地域住民の参加推進
④部活動の地域移行の推進に向けた連携強化

方策4）リカレント教育の
推進

①個人のニーズに応じたリカレント教育の充実
②大学や専門学校でのリカレント教育プログラムの
　 充実、社会人対応の充実、学習履歴の可視化等

図表２　今後の生涯学習・社会教育の振興方策
振興方策 具体的な取組

方策1）公民館等の社
会教育施設の機能強化
とデジタル対応

①公民館等の役割明確化
②リアルとオンライン双方による共同学習・交流促進
③デジタル基盤強化とデジタルリテラシー向上
④他機関との連携強化と公民館運営への住民参画
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障
害
者
も
思
い
切
り
学
べ
る
場
所
を
！ 

邑
楽
町
で
は
、
障
害
者
が
休
日
を
過
ご
せ
る

場
所
、
学
び
た
い
こ
と
を
学
べ
る
場
所
、
地
域
の

人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
作
り
た
い

と
い
う
、
当
事
者
や
保
護
者
、
関
係
者
な
ど
の
思

い
を
受
け
、
平
成
16
年
度
、
公
民
館
に
「
お
う

ら
青
年
学
級
」
を
開
設
し
た
。 

こ
の
学
級
は
、
学
校
を
卒
業
し
、
社
会
に
出
た

障
害
者
が
、
余
暇
を
充
実
さ
せ
、
仲
間
と
共
に
自

立
し
て
生
活
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
当
時
、
開
設
に
携
わ
ỵ
た
方
の

お
話
で
は
、
２
年
を
か
け
て
様
々
な
分
野
の
ス

タ
ỿ
フ
を
集
め
、
研
修
会
な
ど
も
行
い
、
体
制
を

整
え
た
上
で
、
満
を
持
し
て
開
講
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。 

学
級
生
一
人
一
人
が
主
役
の
活
動
を
！ 

現
在
、
20
Ộ
50
代
ま
で
の
、
軽
・
中
度
の
知

的
障
害
が
あ
る
男
女
９
人
の
学
級
生
た
ち
が
、
毎

月
第
３
日
曜
日
に
活
動
を
行
ỵ
て
お
り
、
学
級
生

の
ほ
か
、
邑
楽
町
の
公
民
館
職
員
を
含
む
ボ
ラ
ン

テ
ỻ
ア
ス
タ
ỿ
フ
16
名(
障
害
者
施
設
職
員
や
主

婦
、
会
社
員
な
ど
)、
計
25
名
の
メ
ン
バ
ổ
が
参

加
し
て
い
る
。 

レ
ク
リ
エ
ổ
シ
ἂ
ン
や
ス
ポ
ổ
ツ
、
バ
ス
旅
行
、

買
い
物
、調
理
実
習
な
ど
、日
常
生
活
に
必
要
な
も

の
を
含
め
て
様
々
な
活
動
を
行
ỵ
て
お
り
、「
緊
急

時
の
電
話
の
掛
け
方
」な
ど
、学
級
生
が
実
際
に
体

験
し
た
事
例
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
る
こ
と

も
あ
る
。一
人
一
人
が
自
分
の
目
標
を
設
定
し
、活

動
の
主
役
と
な
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。 

自
己
決
定
を
通
し
て
自
立
す
る
力
を
育
て
る 

ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
ス
タ
ỿ
フ
は
、
学
級
生
が
自

己
決
定
す
る
場
を
用
意
し
、
様
々
な
経
験
を
積

ん
で
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
学
級
生
は
、
当

番
で
出
席
確
認
や
体
温
測
定
、
食
事
の
号
令
役

な
ど
を
務
め
、
活
動
の
準
備
や
片
付
け
も
自
分

た
ち
で
行
う
。
昼
食
は
、
皆
で
作
ỵ
た
り
、
所
持

金
と
空
腹
具
合
を
考
え
て
自
分
で
選
ん
で
購
入

し
た
り
し
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
学
級
生
の

意
見
で
変
更
す
る
こ
と
も
。
取
材
当
日
は
、
仲
間

が
フ
ỽ
ス
テ
ỻ
バ
ル
に
ダ
ン
ス
で
出
演
す
る
こ

と
を
知
ỵ
た
学
級
生
た
ち
の
、
応
援
し
て
あ
げ

た
い
と
の
思
い
を
尊
重
し
て
「
応
援
企
画
」
に
変

更
し
た
。
こ
う
し
た
自
己
決
定
の
積
み
重
ね
が

生
活
の
自
立
に
つ
な
が
る
の
だ
と
感
じ
た
。 

ボランティアスタッフの重要性 

調理や工作では、用具等を安全に使えるよ

う、ボランティアスタッフがマンツーマンで

学級生を支援している。学級生が増えれば、

更に人員が必要となるため、ボランティアス

タッフの確保が課題だそうだ。公民館職員は

人事異動があるため、学級生と⾧く関わり続

け、信頼関係を築いているボランティアスタ

ッフの存在はとても大きい。事業の更なる周

知・広報と効果的なスタッフ募集に努め、志

あるスタッフを継続的に確保していくこと

が極めて重要であると感じた。 

Lifelong Learning   of Handicaped 

仲間のダンスの

応援のため、み

んなでグッズを

制作中(^▽^)/ 

準備、調理、

湯沸かし、皿

洗いまで自分

でやります!

うどんやカレ

ーも作るよ! 

陶芸にも挑戦!他に

もレクやスポーツ、

旅行も進んで企画し

ています!! 

 L
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 ☆県内公民館の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材! 

邑楽町  中央公民館 
障害者と社会をつなぐ 

青年学級― 
共生社会では、障害の有無にかかわらず、住民の「学びたい思い」に応える

ことのできる場が必要。邑楽町は全ての住民の学びを保証するとの理念の下、

公民館で「障害者の生涯学習」に取り組んでいる。 

 Life-long learning of Handicapped Life-long learning of Handicapped Life-long learning of     
L

ife-long learning of H
andicapped L

ife-long learning of H
andicapped L

ife-long learning of H
andicapped  L

ife-long learning of H
andicaped  Life-long learning of Handicapped  Life-long learning of Handicapped   Life-long learning of 
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夏
の
チ
⒬
レ
ン
ジ
ス
ク
⒲
ル
の
一
環
と
し
て 

前
橋
市
桂
萱
公
民
館
で
は
、
夏
の
チ
ἀ
レ
ン

ジ
ス
ク
ổ
ル
の
一
環
と
し
て
小
学
生
向
け
「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を
行
ỵ
て
い
る
。
今
年

度
は
、
８
月
２
日
に
低
Ộ
高
学
年
の
児
童
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

小
学
校
の
授
業
内
容
を
事
前
に
把
握 

事
前
に
地
域
に
あ
る
４
つ
の
小
学
校
全
校

に
事
業
担
当
が
連
絡
し
、
教
頭
先
生
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
室
の
開
催
と
趣
旨
を
伝
え
た
が
、

そ
の
際
、
実
態
を
踏
ま
え
た
講
座
と
な
る
よ

う
、
小
学
校
の
状
況
を
聞
き
取
る
な
ど
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
学
校
で

使
ỵ
て
い
る
タ
ブ
レ
ỿ
ト
を
持
参
し
て
も
ら 

う
こ
と
で
、
機
材
の
調
整
等
が
不
要
に
な
り
、
ス

ム
ổ
ズ
に
取
り
組
め
た
と
の
こ
と
で
あ
ỵ
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
講
師
に 

講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
教
育
支
援
協
会
北
関
東
」
に

依
頼
し
た
。
以
前
、
市
内
の
公
民
館
向
け
の
事
業

で
同
団
体
が
講
師
を
務
め
て
い
た
つ
な
が
り
か

ら
、
今
回
の
講
座
を
お
願
い
し
た
そ
う
だ
。
取
材

当
日
の
テ
ổ
マ
は「
は
じ
め
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
Ộ
グ
リ
ổ
テ
ỻ
ン
グ
カ
ổ
ド
を
つ
く
ろ
う

Ộ
」。子
供
た
ち
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト「
ス

ク
ラ
ỿ
チ
」
を
使
い
、
カ
ラ
フ
ル
で
動
き
の
あ
る

暑
中
見
舞
い
を
作
成
。各
々
が
学
ん
だ
ば
か
り
の

ス
キ
ル
を
駆
使
し
、思
い
思
い
の
作
品
を
仕
上
げ

て
い
た
。 

地
元
の
先
輩
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
⒧
ア 

今
回
の
事
業
で
は
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
詳

し
い
高
校
生
、
大
学
生
、
一
般
の
方
が
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。い
ず
れ
も

地
元
桂
萱
地
区
の
方
で
、幼
い
頃
か
ら
公
民
館

の
講
座
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
あ
り
、事
業
担
当
が
声
を
掛
け
た
こ

と
で
実
現
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ỻ
ア
の
確
保
は
、各
館
共
通
の
課

題
か
と
思
う
が
、
桂
萱
公
民
館
で
は
、
利
用
者

が
成
⾧
し
て
支
援
す
る
側
に
回
る
と
い
う
好

循
環
が
生
ま
れ
て
お
り
、地
域
づ
く
り
の
観
点

か
ら
も
素
晴
ら
し
い
事
例
に
な
ỵ
て
い
る
と

感
じ
た
。 

デジタルデバイド解消のために 

桂萱公民館では、デジタルデバイド(情報

格差)解消のために、桂萱地区地域づくり推

進協議会の協力を得て「インターネット体験

会」を開催している。令和４年８月に行われ

た体験会では、インターネットを利用したこ

とがない人やパソコン、タブレットを使用し

たことがない人などが集まり、タブレットを

使ってホームページを検索・閲覧したり、

YouTube の動画を調べて視聴したりするな

ど、インターネットの活用方法を学んだ。楽

しみながら学ぶ本講座は、参加者のコミュニ

ケーションの場にもなっていた。 

 

デジタル社会の中での「ウェルビーイングの実現」を目指す上で、デジ

タルデバイド(情報格差)の解消や国民全体のデジタルリテラシーの向

上が課題となっている。今、公民館でできることを考えていきたい。 

桂萱公民館 

デジタル暑中見舞い

が完成。作品作りを

通して、楽しくプロ

グラミングを学べま

した(^▽^) 

 

前橋市   
 

デジタルリテラシーの向上を目指す 

 
―プログラミング教室― 

☆県内公民館の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材!! 
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Digital Literacy   Digital Literacy   Digital Literacy   Digital Literacy   Digital Literacy   

開放的で利用しやすい公民

館。チラシがとても分かり

やすく、思わず参加したく

なります! 

子供たちは、難しい

プログラミングにも

挑戦し、作品を仕上

げていきます。 
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Work In Partnership Work In Partnership Work In Partnership  Work In Partnership Work 

  

 

他機関と連携した講座作り 
利南地区コミュニティセンター 

沼田市  これからの公民館作りに役立つ 

先進的な講座やイベントを大特集!! 

Place for Children  Place for Children Place for Children Place for Children １２ 

 

                                             

   
 

⒓
地
域
の
一
員
⒔
を
育
む
子
供
向
け
講
座 

富
岡
市
一
ノ
宮
公
民
館
で
は
、
夏
休
み
に
小

中
学
生
対
象
の
「
ミ
ニ
お
天
気
講
座
」
を
開
催

し
た
。
こ
の
講
座
は
、
前
橋
地
方
気
象
台
の
出

前
講
座
を
活
用
し
、
楽
し
み
な
が
ら
気
象
に
つ

い
て
学
ぶ
中
で
、
子
供
た
ち
と
保
護
者
の
防
災

意
識
を
高
め
、
災
害
時
に
適
切
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

講
座
で
は
、
講
師
の
前
橋
地
方
気
象
台
職
員

か
ら
、
近
年
多
発
し
て
い
る
局
地
的
な
豪
雨
や

大
雪
、
地
震
、
火
山
噴
火
な
ど
の
事
例
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
気
象
に
関
わ
る
基
本
的
な
実
験

を
行
ỵ
た
り
し
た
。
親
子
で
参
加
し
、
実
験
な 

ど
を
通
じ
て
自
分
事
と
し
て
学
ぶ
中
で
、
保
護
者

か
ら
は
、「
天
気
は
興
味
・
関
心
を
持
ち
や
す
い
分

野
な
の
で
、親
子
で
参
加
し
や
す
か
ỵ
た
。」「
楽
し

み
な
が
ら
防
災
や
危
機
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。」
な
ど
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

参
加
者
は
、
公
民
館
で
充
実
し
た
学
び
の
時
間
を

過
ご
し
た
よ
う
だ
ỵ
た
。 

 

担
当
者
か
ら
は
、「
子
供
た
ち
が
、
楽
し
み
な
が

ら
気
象
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
様
子
を
見
ら
れ
て

う
れ
し
か
ỵ
た
。今
日
の
講
座
が
、参
加
者
一
人
一

人
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
に
つ
な
が
ỵ
て
く
れ
る

と
よ
い
。」
と
の
話
が
あ
り
、
意
義
の
あ
る
講
座
と

な
ỵ
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。 

全
世
代
が
学
べ
る
地
域
の
拠
点
に 

一
ノ
宮
公
民
館
で
は
、
防
災
に
関
わ
る
学
び
の
拠

点
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
。
上

記
の
講
座
以
外
に
も
、
大
人
が
参
加
す
る
「
防
災
講

座
」
を
実
施
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
全
世
代
に

地
域
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

幼
い
頃
か
ら
公
民
館
を
活
用
し
、
公
民
館
で
学
び

活
動
し
た
子
供
た
ち
が
、
成
⾧
し
て
公
民
館
を
拠
点

と
し
た
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
と
い
う
循
環
を

つ
く
る
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
の
基
盤
づ
く

り
に
直
結
す
る
。
防
災
と
い
う
全
世
代
が
協
力
し
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ổ
マ
は
、
そ
う
し
た
地
域

づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
。 

みんなで気象台職員から

気象の基礎的知識を学び

ます。地域の一員として

防災意識を高めます! 

富岡市では、各公民館を地域の防災拠点として位置

づけ、機能の向上を目指している。令和元年度に作成

した「富岡市防災マップ」は、防災情報ページと土砂

災害警戒区域や洪水浸水想定区域、指定避難所・指定

緊急避難場所等を分かりやすく示した地図ページと

で構成され、地図ページには、大雨で河川が氾濫した

場合のシミュレーションも掲載している。 

被害を最小限に食い止めるためにも、公民館での学

びや「防災マップ」を活用して地域に起こり得る災害

を知っておくことや、子供たちを含め地域住民が、災

害時に各自の役割を適切に果たせるよう備えておく

ことが重要である。公民館には、地域コミュニティの

拠点として、防災の中核的役割が求められている。 

 

市を挙げて公民館を防災の拠点に 

やってみて、楽しみながら理

解を深めます。学校ではでき

ない勉強もあるよね! 

友達とコミュニケーシ

ョンを取りながら学び

合い!公民館は大人も

子供も学べる場!! 

Place for Children  Place for Children Place for Children Place for Children 
Place for Children  Place for Children Place for Children Place for Children 

P
lace for C

hildren   P
lace for C

hildren  P
lace for C

hildren  P
lace for C

hildren  P
lace for C

hildren P
lace for C

hildren P
lace 

Pl
ac

e 
fo

r 
Ch

ild
re

n 
  
Pl

ac
e 

fo
r 
Ch

ild
re

n 
 P

la
ce

 fo
r 
Ch

ild
re

n 
 P

la
ce

 fo
r 
Ch

ild
re

n 
 P

la
ce

 fo
r 
Ch

ild
re

n  
Pl

ac
e 

fo
r 
Ch

ild
re

n 
Pl

ac
e 

 一ノ宮公民館   

「公民館＝大人が利用するもの」というイメージを払拭。公

民館に子供の居場所や学び場をつくり、防災教育などを通

じて、子供たちを地域の一員として育んでいく。 

子供の力を生かす地域づくりへ 
☆県内公民館の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材!! 
富岡市   

小中学生が参加しやす

い講座、利用しやすい

公民館を目指します。

チラシは明るく分かり

やすく。夏休みの子ど

もの居場所づくりも意

識! 

―ミニお天気講座― 

１１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

   

自
然
史
博
物
館
と
連
携
し
た
⒓
移
動
博
物
館
⒔

沼
田
市
利
南
地
区
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
セ
ン
タ
ổ

で
は
、
こ
の
夏
、
県
立
自
然
史
博
物
館
と
連
携

し
、「
ミ
ニ
移
動
博
物
館
」
を
開
催
し
た
。
ア
ン

モ
ナ
イ
ト
や
恐
竜
の
骨
の
化
石
等
が
セ
ン
タ
ổ

内
に
展
示
さ
れ
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
夢
中

に
な
ỵ
て
観
察
し
て
い
た
。 

ま
た
、
子
供
た
ち
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
配
信

で
自
然
史
博
物
館
内
を
見
学
し
た
り
、「
化
石
発

掘
体
験
」
に
取
り
組
ん
だ
り
し
た
。
さ
ら
に
、
特

別
展
「
宇
宙
へ
の
挑
戦
」
の
関
連
企
画
「
す
ỵ
と

び
ロ
ケ
ỿ
ト
作
り
」
も
体
験
。「
専
門
機
関
」
と

の
連
携
で
、
豊
か
な
学
び
が
可
能
に
な
ỵ
た
。 

 

化
石
発
掘
体
験
・
す
⒡
と
び
ロ
ケ
⒫
ト 

博
物
館
職
員
が
土
や
石
膏
で
作
ỵ
た
固

ま
り
の
中
に
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
古
代
の

サ
メ
の
歯
な
ど
、
本
物
の
化
石
が
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
子
供
た
ち
は
、
本
格
的
な
用
具
を

使
ỵ
た
発
掘
方
法
な
ど
も
教
わ
り
、
化
石
を

壊
さ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
発
掘
、
自
分
で
取

り
出
し
た
化
石
に
大
満
足
の
様
子
だ
ỵ
た
。

「
す
ỵ
と
び
ロ
ケ
ỿ
ト
」
は
、
ス
ổ
パ
ổ

ボ
ổ
ル
の
反
発
で
飛
ぶ
紙
製
の
ロ
ケ
ỿ
ト

だ
が
、
本
物
の
ロ
ケ
ỿ
ト
が
飛
ぶ
の
と
同
じ

原
理
を
体
感
で
き
る
。
コ
ツ
を
掴
み
、
天
井

ま
で
飛
ば
し
て
い
る
子
供
も
た
く
さ
ん
い

た
。 

自
然
史
博
物
館
と
の
連
携
の
き
⌣
か
け 

セ
ン
タ
ổ
で
は
、
一
昨
年
、
公
募
当
選
で
実
施
し

た
「
移
動
博
物
館
」
で
自
然
史
博
物
館
と
接
点
が
で

き
た
。
そ
の
中
で
、「
ミ
ニ
移
動
博
物
館
」、「
化
石

発
掘
体
験
」
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ら
い
つ
で
も
連

携
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
今
年
度
の
開

催
を
計
画
し
た
そ
う
だ
。
こ
の
「
で
き
た
つ
な
が
り

は
大
切
に
し
、
関
係
を
絶
や
さ
な
い
で
次
に
生
か

す
」
と
の
姿
勢
を
是
非
見
習
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

自
然
史
博
物
館
は
、
い
つ
で
も
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
実
施
の
相
談
に
乗
ỵ
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。
日

程
が
合
え
ば
検
討
し
て
み
て
は
。
御
希
望
の
方
は

県
立
自
然
史
博
物
館
(
電
話
↝
↟
↤
↡-

↣
↝-

↞

↟
↝
↝)

ま
で
。 

インターンシップを活用した人づくり 

利南地区コミュニティセンターでは、今年度、

地元高校生のインターンシップを受け入れた。

日程をミニ移動博物館の企画に合わせ、受付や

子供たちの誘導、準備や片付け等に取り組んで

もらった。また、自然史博物館職員とも相談し、

発掘体験の支援や工作手順の説明にも挑戦して

もらったが、年齢が近い高校生には、来館した子

供たちも質問しやすく、高校生の成⾧も見られ

て、有意義な異年齢交流となった。 

Work In Partnership Work In Partnership Work In Partnership  Work In Partnership

専門用具を使って夢中で

発掘中!壊さないように

集中、集中!! 

発掘した化石が何だった

のかを調べる子供たち。

発掘した化石は記念にも

らって帰ることができ、

大喜び(^▽^) 

移動博物館の展示物

に夢中の子供たち! 

  

ロケットの作り方、飛ばし方を専門

の先生に教わって大満足! 
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課題が複雑化する中、講座には様々な専門性が必要。自前主義を脱却し、大

学や博物館、ＮＰＯなどの他機関・他団体との連携をすることで学びの質を

高め、講座を充実させている沼田市の例を取り上げる。 

他機関と連携した講座づくり 
利南地区コミュニティセンター 

沼田市  ☆県内公民館の特色ある取組☆ 

先進的な講座やイベントを取材!! 

おしゃれで見やすい

チラシ!夏休みの思

い出づくりとしても

大人気!! 

―ミニ移動博物館― 

１２ 



 

 

 

 

                       

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度に公民館等の実態調査を行ったところ、御多用の中、147の施設に御協力いただきました。このコーナーでは、近

年重視されている「障害者の生涯学習」「デジタルデバイド解消」「地域学校協働活動」「プログラミング教育」についての取組状

況を分析しました(調査結果の全項目については、令和５年３月に生涯学習センターのホームページ上で公開予定です。）。 

公民館アンケート結果分析  

スマートフォンが災害情報や避難情報を受け

取る重要な手段となりつつある現代では、 

 高齢者等のデジタルデバイドの解消は、 

   命に関わる喫緊の課題です。この課 

     題を解決するためには、身近な公 

     民館での、デジタルデバイド解消に 

     向けた取組は必要不可欠です。調 

     査によると令和 4 年時点では、県 

内の約半数の公民館がデジタルデ 

バイド解消に向けた講座を実施してい 

ますが、残り半数は、検討している館もあ

るものの、取組を行っていない状況にあります。                                                    

広がっています!デジタルデバイド（情報格差）の解消に向けた公民館講座 

今、こんな講座開かれています! 「ドコモと連携したスマホ教室」 「初心者のための LINE 教室」 

 「タブレット講座」 「e スポーツでイ～体験会」 「いまさら聞けないインターネット教室」等 

始まっています!子供向けのプログラミング教育 小学校でプログラミング教育が始まりまし

たが、子供たちの中には「もっと学びたい」

と望んでいる子もいます。公民館の講座   

 は、こうした声に応え、学校教育を補完 

  することができます。 

    児童生徒に配布されたタブレット端 

    末等を利用して子供向けプログラミ 

    ング教室を行う公民館が増えてきて 

   います(調査では 19％)。「何から始 

  めたらよいかわからない」という方は、生

涯学習センターに御相談ください。 

Q．貴施設では、高齢者対象の「情報格差

（デジタルデバイド）解消」のための取 

組（講座・イベント等）をしていますか? 

Q．貴施設では、高校生以下を対象としたプ

ログラミングに関わる講座を開催していますか? 

１３ 

している 

検討していない 

検討していない 

開催している 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始まっています!地域学校協働活動 

こんな活動が行われています! 「八木節教室」「かるた大会」「地域の道祖神を中学生の解説でめぐる」「感心な子供表彰」 

「切り絵教室（地域の講師を派遣）」 「地区文化発表会作品展に子供の作品出品、芸能部門発表会に出演」等 

令和４年度にこんな新しい講座が生まれました! 「育児応援!心を育てる子育て講座」 「ボードゲーム会」  

「Youtuber の仕事を体験しよう」 「昆虫食の魅力に触れよう」 「タイル工芸教室」 「身近な物で染め物をしよう」 

「終活講座」 「ボッチャ教室」 「ゆかたの着付け教室」 「社会課題を考える講座」「優しい体操＆ピラティス入門」等 

こんな他機関連携講座がありました! 「郷土の歴史研究(博物館・美術館・図書館)」  「キッズワーク（自衛隊）」 

「前橋地方気象台によるお天気講座」 「防災士を招いての地域防災講座」 「證券会社による『まなぼう教室』」 

「JICA 青年海外協力隊員 OB・OG の講話」「栄養士による災害時に役立つ料理教室」 「手話教室」 

☆生涯学習・社会教育にもエビデンスは不可欠。本センターの R5 社会教育実践研修では「エビデンス」の在り方について学びます。是非御参加ください! 

障害者の生涯学習に「特に取り組んでいない」と回答した公民館は 87％でした。これ 

は平成 30 年度の国の調査の比率とほぼ同様ですが、同調査では障害者の方の「障害 

者の学習機会が充実されることは必要だと思う」との回答が 81.1%となっており、当事者 

のニーズとはかけ離れた状況にあります。従来からある講座を障害者も参加できるようにした 

り、障害者と健常者が共に学べる講座、障害者の学びやつながりづくりに資する講座を計画 

したりするなど、当事者の声も聴きながら、まずはできるところから取り組んでみましょう。       

＊平成 30 年度障害者本人の意識等調査より 

今、求められています!!障害者の生涯学習 

Q．貴施設では、「地域学校協働活動」に関わ

る取組(講座・イベント等)をしていますか? 

地域学校協働活動を授業や行事の「お

手伝い」と考えていませんか?プログラミング

教室や地域の史跡見学などの子供向け 

  講座を充実させることも地域学校協働 

    活動の一つです。調査では未着手が 

66％でしたが、公民館には、学校と 

 連携した活動でも活躍が期待され 

ています。教育事務所や生涯学習 

センターでは、地域学校協働活動を 

  テーマとした各種研修会も開催していま

す。是非御参加を! 

＊ 

１４ 

87%

13％

 ＊ 

している 

検討していない 

取り組んでいない 

取り組んでいる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●前橋市● 

中央公民館 

上川淵公民館 

下川淵公民館 

芳賀公民館 

桂萱公民館 

東公民館 

元総社公民館 

総社公民館 

南橘公民館 

清里公民館 

永明公民館 

城南公民館 

大胡公民館 

宮城公民館 

粕川公民館 

富士見公民館 

●伊勢崎市● 

北公民館 

南公民館 

殖蓮公民館 

茂呂公民館 

三郷公民館 

宮郷公民館 

名和公民館 

豊受公民館 

赤堀公民館 

あずま公民館 

境公民館 

境采女公民館 

境剛志公民館 

境島村公民館 

境東公民館 

●渋川市● 

中央公民館 

渋川公民館 

渋川東部公民館 

渋川西部公民館 

金島公民館 

古巻公民館 

豊秋公民館 

伊香保公民館 

小野上公民館 

子持公民館 

赤城公民館 

北橘公民館 

●榛東村● 

中央公民館 

南部コミュニティセンター 

●吉岡町● 

吉岡町公民館 

●玉村町● 

玉村町公民館 

●高崎市● 

中央公民館 

倉渕公民館 

箕郷公民館 

新町公民館 

榛名公民館 

吉井公民館 

片岡公民館 

佐野公民館 

六郷公民館 

城東公民館 

新高尾公民館 

中川公民館 

八幡公民館 

豊岡公民館 

⾧野公民館 

大類公民館 

南八幡公民館 

岩鼻公民館 

倉賀野公民館 

東部公民館 

京ケ島公民館 

滝川公民館 

中居公民館 

西公民館 

城南公民館 

寺尾公民館 

塚沢公民館 

西部公民館 

乗附公民館 

北部公民館 

城山公民館 

浜尻公民館 

矢中公民館 

鼻高公民館 

南公民館 

東公民館 

北公民館 

城址公民館 

金古公民館 

国府公民館 

堤ヶ岡公民館 

上郊公民館 

金古南足門公民館 

下里見公民館 

久留馬公民館 

●藤岡市● 

藤岡公民館 

神流公民館 

小野公民館 

美土里公民館 

美九里公民館 

平井公民館 

日野公民館 

⿁石公民館 

●富岡市● 

七日市公民館 

富岡公民館 

東富岡公民館 

黒岩公民館 

一ノ宮公民館 

高瀬公民館 

額部公民館 

小野公民館 

吉田公民館 

丹生公民館 

妙義中央公民館 

妙義東部公民館 

●安中市● 

安中公民館 

 

原市公民館 

磯部公民館 

東横野公民館 

岩野谷公民館 

板鼻公民館 

秋間公民館 

後閑公民館 
松井田・新堀地区生涯学習センター 

臼井地区生涯学習センター 

坂本・入牧地区生涯学習センター 

西横野地区生涯学習センター 

九十九地区生涯学習センター 

細野地区生涯学習センター 

●下仁田町● 

下仁田町公民館 

●甘楽町● 

甘楽町公民館 

●中之条町● 

中央公民館  

中之条公民館  

沢田公民館 

伊参公民館 

名久田公民館 

六合公民館 

●⾧野原町● 

⾧野原町公民館 

●嬬恋村● 

東部公民館 

●草津町● 

草津町公民館 

●高山村● 

高山村公民館 

●東吾妻町● 

中央公民館 

東公民館 

太田公民館 

岩島公民館 

坂上公民館 

●沼田市● 
利南地区コミュニティセンター 

池田地区コミュニティセンター 

 

薄根地区コミュニティセンター 

川田地区コミュニティセンター 

白沢地区コミュニティセンター 

利根地区コミュニティセンター 

●片品村● 

片品村文化センター 

●昭和村● 

昭和村公民館 

●みなかみ町● 

中央公民館 

水上公民館 

新治公民館 

●桐生市● 

中央公民館 

東公民館 

西公民館 

南公民館 

北公民館 

昭和公民館 

境野公民館 

広沢公民館 

梅田公民館 

相生公民館 

川内公民館 

桜木公民館 

菱公民館 

桜木西公民館 

新里公民館 

黒保根公民館 

●太田市● 
社会教育総合センター 

太田公民館 

九合公民館 

沢野公民館 

韮川公民館 

鳥之郷公民館 

強戸公民館 

休泊公民館 

宝泉公民館 

毛里田公民館 

木崎公民館 

 

生品公民館 

綿打公民館 
藪塚本町中央公民館 

尾島生涯学習センター 

世良田生涯学習センター 

●館林市● 

郷谷公民館 

中部公民館 

大島公民館 

赤羽公民館 

六郷公民館 

三野谷公民館 

多々良公民館 

渡瀬公民館 

分福公民館 

西公民館 

城沼公民館 

●みどり市● 

笠懸公民館 

大間々公民館 

東公民館 

●板倉町● 

中央公民館 

東部公民館 

北部公民館 

南部公民館 

●明和町● 

中央公民館 

●千代田町● 

千代田町民プラザ 

●大泉町● 

大泉町公民館 

●邑楽町● 

中央公民館 

⾧柄公民館 

高島公民館 

学
校
ध
公
民
館
、
ज
ख
थ
公

民
館
同
士
ु
手
॑
取
ॉ
合

ः
、
地
域
॑
盛
ॉ
上
ऑ
थ
ः

ऌ
ऽ
ख
␺
अ
。
公
民
館
等
भ

情
報
म
、
市
町
村
भ
঍
␗
঒

ঌ
␗
४
ऊ
ै
見
ै
ो
ऽ
घ
。 

１５ ＊上記一覧は、令和４年度群馬県教育関係職員録等を参考に事務局が作成しました。集会所等は含まれていません。 



馬
県
で
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の
県
民
の 

読
書
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
平
成
31
年 

に
「
群
馬
県
民
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
の
前
文
に
は
、「『
図
書
館
』
は
人
々

が
読
書
活
動
を
通
じ
て
学
び
、
成
⾧
し
、
自
己
実
現
す
る
こ

と
を
支
援
す
る
『
知
の
拠
点
』」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
部
教
育
事
務
所
で
は
、
県
民
の
読
書
活
動
環
境
を
整
備

し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
29
年
か
ら
管
内
図
書
館
等
施
設

の
連
携
推
進
を
目
的
と
し
た
中
部
管
内
図
書
館
等
連
絡
会
議

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
中
部
教
育
事
務
所
か
ら
は
、
生
涯
学

習
係
員
だ
け
で
な
く
、
学
校
教
育
係
員
も
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
学
校
や
学
校
図
書
館
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
情
報
交

換
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
開
催
会
場
は
管
内
市

町
村
の
持
ち
回
り
と
し
、
情
報
交
換
と
施
設
見
学
等
を
行
ỵ

て
い
ま
す
。
各
施
設
の
利
用
促
進
に
関
す
る
取
組
や
、
公
共

図
書
館
等
と
学
校
と
の
連
携
の
在
り
方
な
ど
を
テ
ổ
マ
と
し

た
情
報
交
換
・
共
有
を
主
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
情
報
交

換
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
書
面
開
催
の
際
に
も
、
他
市
町
村
へ
の
質
問

や
そ
の
回
答
を
集
約
し
、
各
施
設
に
送
付
し
ま
し
た
。
こ
の

会
議
を
通
し
て
各
市
町
村
の
連
携
が
深
ま
り
、
互
い
の
実
践

が
普
及
す
る
き
ỵ
か
け
と
な
ỵ
て

い
ま
す
。 

本
年
度
は
、
６
月
29
日
(
水
)

に
吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ổ
内
に
あ

る
吉
岡
町
図
書
館
に
お
い
て
実
施

し
ま
し
た
。
会
議
の
中
で
は
、
各
図

書
館
等
で
行
ỵ
て
き
た
コ
ロ
ナ
対

策
や
読
書
活
動
推
進
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
及
び
施

設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、本
の
除

菌
機
の
導
入
、貸
出
冊
数
の
引
上
げ

や
貸
出
期
間
の
延
⾧
、ネ
ỿ
ト
予
約

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
工
夫
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
読
書
活
動
推
進
に
向
け
て
は
、
対
象
者
の
年
齢

に
応
じ
た
取
組
と
し
て
小
学
校
新
１
年
生
へ
の
図
書
利
用
カ

ổ
ド
配
布
や
小
中
学
生
を
対
象
と
す
る
司
書
体
験
の
企
画
な

ど
、
子
供
が
図
書
館
に
足
を
運
び
や
す
く
な
る
よ
う
な
実
践

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
親
子
で
参
加
し
や
す
い
読
み

聞
か
せ
や
絵
本
原
画
展
、
高
齢
者
向
け
の
写
真
展
な
ど
の
実

践
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
学
校
図
書
館
で
は
貸
出
冊
数
が
減
少

す
る
な
ど
、
子
供
が
本
と
関
わ
る
機
会
が
減
ỵ
て
い
ま
す
。

教
育
事
務
所
と
し
て
は
、
公
共
図
書
館
と
学
校
と
の
連
携
と

い
う
視
点
で
、
引
き
続
き
公
共
図
書
館
に
よ
る
職
場
体
験
や

図
書
館
見
学
の
受
入
れ
、
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
の
実
施
な

ど
、
子
供
の
読
書
活
動
推
進
に
向
け
た
協
力
を
依
頼
し
ま
し

た
。 施

設
見
学
で
は
、
吉
岡
町
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の

『
図
書
館
通
帳
』
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
館
内
に
設
置
し

て
あ
る
「
通
帳
印
刷
機
」
で
、
借
り
た
資
料
の
記
録
(
貸
出

日
、
資
料
名
、
著
者
名
、
資
料
コ
ổ
ド
、
金
額
(
１
か
月
の

総
額
))
を
印
刷
で
き
、
預
貯
金
通
帳
と
同
様
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。実
際

に
記
帳
を
体
験
し
て
み
る
と
、

本
を
借
り
る
ご
と
に
情
報
が

蓄
積
さ
れ
て
い
く
の
で
、利
用

者
の
読
書
活
動
へ
の
興
味
関

心
が
高
ま
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
し
た
。他
市
町
村
に
お
い

て
も
、導
入
し
た
い
と
い
う
声

が
挙
が
ỵ
て
い
ま
し
た
。 

群
馬
県
教
育
委
員
会
で
は
、

読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ổ
法
に
基

づ
き
令
和
４
年
３
月
に
群
馬
県
読
書
活
動
推
進
計
画
の
一
部

改
定
を
行
い
ま
し
た
。
読
書
に
困
難
が
あ
る
人
も
利
用
し
や

す
い
点
字
図
書
や
音
訳
図
書
、
さ
ら
に
は
電
子
書
籍
の
充
実

な
ど
、
読
書
活
動
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ổ
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
公
共
図
書
館
と
学
校
と

の
連
携
に
つ
い
て
も
必
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ

れ
ぞ
れ
の
図
書
館
事
業
や
施
設
状
況
、
学
校
と
の
連
携
等
に

つ
い
て
の
情
報
交
換
を
深
め
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の

県
民
の
読
書
活
動
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
本
会
議
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

     

H29 前橋合同庁舎

H30 前橋市中央公民館

R1 伊勢崎市図書館

R2 書面開催

R3 書面開催

R4 吉岡町図書館

開催会場一覧

中部教育事務所 「管内図書館等施設の連携を推進する会議の開催」 
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馬
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
は
、
令
和 

４
年
度
の
重
点
事
項
と
し
て
「
地
域
に
お
け 

る
家
庭
教
育
支
援
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
主
な
取
組
と
し
て
、
◎
家
庭
教
育
支
援
チ
ổ
ム
の
周
知

と
促
進
、
◎
家
庭
教
育
支
援
チ
ổ
ム
の
結
成
と
活
動
支
援
、

◎
家
庭
教
育
支
援
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
、
◎
ぐ
ん
ま
の
親

の
学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
・
実
践
が
あ
り
ま
す
。
西
部
教

育
事
務
所
で
は
本
年
度
特
に
、
地
域
人
材
を
中
心
と
し
た
家

庭
教
育
支
援
チ
ổ
ム
の
組
織
づ
く
り
と
、
保
護
者
会
や
市
Ｐ

連
の
研
修
、
就
学
時
健
診
等
の
機
会
を
活
用
し
た
「
ワ
ク
わ

く
子
育
て
ト
ổ
キ
ン
グ
」
の
普
及
に
力
を
入
れ
取
り
組
み
ま

し
た
。 

 

【
家
庭
教
育
支
援
ॳ
␗
঒
भ
組
織
त
ऎ
ॉ
】 

月
、
富
岡
市
立
富
岡
小
学
校
で
学
校
支
援
ボ
ラ 

ン
テ
ỻ
ア
・
コ
ổ
デ
ỻ
ネ
ổ
タ
ổ
を
さ
れ
て
い 

る
方
を
中
心
と
し
た
３
名
で
家
庭
教
育
支
援

チ
ổ
ム
の
組
織
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
３
名
は
、
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ổ
主
催
の
家
庭
教
育
支
援
者
養
成
講
座
に
参
加

し
、
講
義
や
演
習
を
通
し
て
支
援
者
と
し
て
の
研
修
を
積
ん

だ
り
、
イ
ベ
ン
ト
「
お
さ
が
り
会
」
を
企
画
し
て
親
の
交
流

の
機
会
(
居
場
所
)
を
つ
く
ỵ
た
り
す
る
な
ど
実
績
を
積
み

ま
し
た
。
３
月
に
は
富
岡
市
生
涯
学
習
課
が
企
画
す
る
親
子

料
理
教
室
と
コ
ラ
ボ
し
、
３
名
が
フ
Ỻ
シ
リ
テ
ổ
タ
ổ
と
な

ỵ
て
ワ
ク
わ
く
子
育
て
ト
ổ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
文
部
科
学
省
へ
の
登
録
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
家
庭
教
育
支
援
チ
ổ
ム
は
「
身
近
で
気
軽
！
」
と
い

う
こ
と
が
魅
力
の
一
つ
で
す
。
今
後
は
更
に
地
域
人
材
(
チ

ổ
ム
員
)
の
発
掘
を
進
め
、
管
内
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て

家
庭
教
育
支
援
チ
ổ
ム
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
推
進
を
図
ỵ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
ড
ॡ
ॎ
ऎ
子
育
थ
ॺ
␗
य़
থ
ॢ 

␚
親
भ
学
ल
উ
ট
ॢ
ছ
঒
␚
】 

護
者
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
子
育
て
に  

つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
保
護
者
会
で
は
「
ほ 

め
方
、
し
か
り
方
」、
就
学
時
健
診
で
は
「
ド
キ
ド
キ
を
ワ
ク

ワ
ク
に
」、
市
Ｐ
連
の
研
修
会
で
は
「
思
春
期
の
子
ど
も
と
ど

う
関
わ
る
？
」
や
「
ス
マ
ホ
と
の
向
き
合
い
方
」、「
お
金
の

使
い
方
」
な
ど
、
ニ
ổ
ズ
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
ま
し
た
。
グ
ル
ổ
プ
ワ
ổ
ク
で
は
、
は
じ
め
は
緊
張
気
味

の
参
加
者
も
次
第
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

ワ
ổ
ク
が
進
み
ま
し
た
。
実
施
し
た
学
校
側
か
ら
は
、
保
護

者
の
不
安
や
悩
み
事
を
知
る
き
ỵ
か
け
に
な
ỵ
た
と
い
ỵ
た

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
は
、
話
す
こ

と
に
よ
ỵ
て
自
分
だ
け
の
悩
み
で
は
な
い
こ
と
に
安
心
し
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
い
て
自
分
の
子
育
て
に
取

り
入
れ
て
み
た
い
こ
と
に
気
付
い
た
り
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
子
育
て
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
な
り
、
参
加
者
が
自

ら
学
ん
で
い
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。「
ワ
ク
わ
く
子
育
て
ト

ổ
キ
ン
グ
」
で
は
、
子
育
て
を
す
る
当
事
者
同
士
の
交
流
が

共
感
を
生
み
、
仲
間
と
学
び
を
分
か
ち
合
う
機
会
に
な
る
可

能
性
を
実
感
で
き
ま
し
た
。
親
が
学
び
育
て
ば
、
子
供
が
変

わ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
健
全
な
育
成
を
目
指
し
て
、
今
後

も
地
域
と
学
校
及
び
家
庭
と
が
連
携
・
協
働
し
、
地
域
一
体

と
な
ỵ
た
家
庭
教
育
支
援
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

西部教育事務所                                 
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
３
度
目 

の
冬
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
終
息
の 

め
ど
が
立
た
ず
、
我
々
の
生
活
に
も
多
く
の
制
限

が
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
吾
妻
教
育
事
務
所
生
涯

学
習
係
主
要
事
業
に
お
い
て
も
、
延
期
や
中
止
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
、
事
業
の
縮
小
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
な

活
動
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
吾
妻
教
育
事
務
所
生
涯

学
習
係
で
は
、
そ
う
し
た
中
で
、
管
内
町
村
社
会
教
育
係
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
「
吾
妻
町
村
連
携
講
座
」
と

「
吾
妻
郡
社
会
教
育
担
当
者
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
吾
妻
町
村
連
携
講
座
」 

 

妻
郡
６
ἄ
町
村
で
は
、町
村
の
枠
組
を
越
え
た「
学

び
の
講
座
」
と
し
て
、
成
人
を
対
象
に
「
吾
妻
町

村
連
携
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座 

は
６
ἄ
町
村
を
２
グ
ル
ổ
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
が

史
跡
や
伝
統
文
化
、
産

業
、
自
然
な
ど
の
特
色

を
生
か
し
た
講
座
を
企

画
・
開
催
し
、ふ
る
さ
と

吾
妻
を
多
く
の
参
加
者

に
学
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。し
か
し
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
り
令
和
２

年
度
は
、全
て
の
講
座
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
良

き
講
座
を
こ
の
ま
ま
中
止

と
し
て
し
ま
う
の
は
残
念

で
あ
る
と
い
う
声
も
あ
り
、

令
和
３
年
度
よ
り「
吾
妻
町

村
連
携
講
座
」と
い
う
名
称

を
残
し
な
が
ら
、で
き
る
時

に
で
き
る
こ
と
を
続
け
よ

う
と
い
う
各
町
村
の
共
通

理
解
の
下
、
町
村
ご
と
に
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
単
独
の

講
座
を
再
開
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
、
３
町
村
で
講
座

を
実
施
し
、
令
和
４
年
度
は
５
つ
の
町
村
で
講
座
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
現
在
は
連
携
と
い
う
か

た
ち
に
は
な
ỵ
て
い
ま
せ
ん
が
、
吾
妻
郡
内
で
は
各
町
村
と

も
「
吾
妻
は
一
つ
」
と
い
う
合
言
葉
の
下
、「
お
互
い
様
」
と

「
お
も
て
な
し
」
の
思
い
で
、「
吾
妻
町
村
連
携
講
座
」
を
充

実
し
た
豊
か
な
学
び
の
機
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

「
吾
妻
郡
社
会
教
育
担
当
者
会
」 

 

の
会
は
、管
内
６
ἄ
町
村
の
社
会
教
育
担
当
者
が
、 

月
に
一
度
集
ま
り
、
各
町
村
の
社
会
教
育
推
進
状 

況
や
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
で
実
施
し
た
事
業
の
成
果

と
課
題
を
持
ち
寄
り
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
社
会
教
育

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

に
伴
い
、
令
和
２
年
度
は
、
ほ
ぼ
中
止
と
な
ỵ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
令
和
３
年
度
よ
り
、
会
の
意
義
や
目
的
を
再
確
認

し
、
リ
モ
ổ
ト
に
よ
り
再
ス
タ
ổ
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
の
課
題

で
あ
る
、
感
染
状
況
や
感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
各
町
村
の
事

業
実
施
の
判
断
、
事
業
の
精
査
、
実
施
方
法
な
ど
、
事
業
推

進
に
関
し
て
の
情
報
交
換
や
社
会
教
育
施
設
の
開
放
の
有
無

や
制
限
な
ど
に
つ
い
て
有
意
義
な
話
合
い
が
持
た
れ
、
他
の

町
村
の
取
組
を
参
考
に
し
た
り
、
町
村
間
で
足
並
み
を
そ
ろ

え
た
り
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

会
の
意
義
や
目
的
を
十
分
に
達
成
し
て
お
り
ま
す
。 

社
会
教
育
、
学
校
教
育
い
ず
れ
の
教
育
も
、
対
面
で
実
施

す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
や
役
割
が
あ
り
ま
す
。
一
日
で
も

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が
訪
れ
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。 
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

各
種
会
議
や
研
修
会
等
開
催
に
当
た
り
、

ね
ら
い
に
迫
る
効
果
的
な
開
催
方
法
と
感 

染
拡
大
防
止
の
両
立
を
目
指
し
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
学
び
を
止
め
な
い
た

め
に
、
ウ
ỻ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
生
涯

学
習
・
社
会
教
育
を
目
指
し
、
市
町
村
教
育
委
員
会
と

密
接
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
な
く
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

生
涯
学
習
の
振
興
と
社
会
教
育
の
推
進
に
向
け
て
努
力

し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指

し
、
利
根
沼
田
地
区
家
庭
教
育
応
援
連
絡
会
議
に
お
い

て
、
参
加
対
象
者
の
範
囲
を
広
げ
、
家
庭
教
育
支
援
関

係
団
体
、
市
町
村
教
育
委
員
会
家
庭
教
育
担
当
職
員
の

ほ
か
、
小
中
学
校
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会
、
子
供
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
、
青
少

年
育
成
連
絡
協
議
会
等
、
子
供
た
ち
と
の
関
わ
り
が
あ

る
団
体
か
ら
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
管
内
の
家
庭
教
育
に
携
わ
る
関
係
者
が
家

庭
教
育
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
教

育
支
援
の
体
制
を
整
備
し
、
各
団
体
等
が
連
携
し
た
取

組
を
推
進
す
る
た
め
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と

も
に
、
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
気
運
を
醸
成
す
る
こ
と

を
趣
旨
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

講
師
に
、
精
神
科
病
院
・
心
療
内
科
ク
リ
ニ
ỿ
ク
の

医
療
現
場
や
ス
ク
ổ

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ổ
と

し
て
学
校
現
場
で
の

臨
床
経
験
が
あ
る
臨

床
心
理
士
の
佐
藤
文

昭
先
生
を
招
き
、
「
コ

ロ
ナ
で
ど
う
変
わ
ỵ

た
？
子
供
の
心
と
親

子
関
係
Ộ
周
囲
が
工

夫
で
き
る
支
援
と
は

Ộ
」
と
題
し
て
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
や
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
大
切
に
し
た
い
子
供
と
の
接
し
方
、
周
囲
が

工
夫
で
き
る
支
援
等
に
つ
い
て
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

講
演
会
後
の
ワ
ổ
ク
シ
ἂ
ỿ
プ
で
は
、
ネ
ỿ
ト
ワ
ổ

ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
グ
ル
ổ
プ
に
分
か
れ
、
各
団

体
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
佐
藤
先
生
の
講
演
を
受
け
、
「
今
後
、
研
修

を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
き
た
い
か
」
を
グ
ル
ổ
プ

ご
と
に
話
し
合
い
、
最
後
に
、
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を

発
表
す
る
な
ど
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、
「
で
き
て
い
る
事
、
直
す
所
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
が
大
き
く
な
ỵ
て
い
く
と

き
、
「
聴
け
る
人
」
に
な
れ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
お
話
を
、
今
、

私
の
周
り
で
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
に
も
教
え
て
あ
げ
よ

う
と
思
い
ま
す
。
本
日
、
こ
の
研
修
に
参
加
で
き
、
と

て
も
良
か
ỵ
た
で
す
。
」
「
こ
れ
か
ら
、
親
子
の
時
間

を
大
切
に
し
、
子
供
が
話
す
出
来
事
、
気
持
ち
、
行
動

を
聴
い
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
家
庭
教
育

支
援
の
充
実
と
地
域
全
体

で
家
庭
の
教
育
力
を
高
め

て
い
く
た
め
に
、効
果
的
な

事
例
や
情
報
の
提
供
に
努

め
る
と
と
も
に
、学
習
機
会

を
周
知
し
、講
座
内
容
を
改

善
し
な
が
ら
、家
庭
教
育
支

援
活
動
の
一
層
の
充
実
を

図
ỵ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

講師 佐藤 文昭 氏 

情報共有の様子 

新 
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教
育
事
務
所
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１９ 



庭
教
育
支
援
に
あ
ỵ
て
は
、
す
べ
て
の

親
が
安
心
し
て
家
庭
教
育
を
行
え
る

よ
う
、
保
護
者
が
多
く
集
ま
る
機
会
を 

活
用
し
た
学
習
機
会
の
充
実
、
関
係
団
体
の
連
携

に
よ
る
家
庭
教
育
支
援
の
促
進
、
家
庭
教
育
支
援

に
関
わ
る
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
東
部
教
育
事
務
所
で
は
、
こ
う
し
た
県

の
方
針
を
踏
ま
え
、「
家
庭
教
育
支
援
連
携
会
議
」

や
「
家
庭
教
育
支
援
連
携
モ
デ
ル
事
業
」、「
ぐ
ん

ま
親
の
学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ
Ỻ
シ
リ
テ
ổ
タ
ổ
養

成
講
座
」
を
柱
に
、
４
市
５
町
の
各
教
育
委
員
会

事
務
局
と
連
携
し
、
支
援
の
推
進
に
努
め
て
お
り

ま
す
。 

「
家
庭
教
育
支
援
連
携
会
議
」
は
、
行
政
と
各
種

団
体
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
児
童
虐
待
を
テ
ổ
マ
に
東
部
児
童
相

談
所
担
当
者
を
講
師
に
迎
え
、
管
内
の
児
童
虐
待

の
概
要
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
、
児
童
虐
待
を
テ
ổ

マ
に
、
日
頃
行
ỵ
て
い
る
取

組
を
発
表
し
、
続
い
て
、
首

⾧
部
局
、
教
育
委
員
会
、
各

種
団
体
が
つ
な
が
り
、
連
携

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
情
報
交
換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
多
く
の
発
見
と

と
も
に
お
互
い
の
強
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
管
内
の
連

携
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。 

次
に
、「
家
庭
教
育
支
援
連
携

モ
デ
ル
事
業
」
は
、
家
庭
教
育

支
援
団
体
の
つ
な
が
り
を
作
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
毛
青
少
年

自
然
の
家
と
の
連
携
事
業
と
し

て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
東
毛

青
少
年
自
然
の
家
で
実
施
さ
れ

る
「
東
毛
オ
ổ
プ
ン
デ
ổ
」
と
タ
イ
ア
ỿ
プ
し
、

連
携
会
議
で
つ
な
が
ỵ
た
家
庭
教
育
に
関
す
る
各

種
団
体
同
士
が
、
横
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
家
庭

教
育
支
援
ブ
ổ
ス
を
立
ち
上
げ
、
親
子
ふ
れ
あ
い

活
動
や
子
供
向
け
活
動
を
実
施
す
る
取
組
を
行
ỵ

て
お
り
ま
す
。今
年
度
の
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
は
、

「
味
噌
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
親
子
で
一

緒
に
行
う
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
親

子
に
会
話
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供

向
け
の
活
動
と
し
て
、
自
然
遊
び
と
腹
話
術
も
実

施
し
ま
し
た
。
家
庭
教
育
支
援
団
体
の
普
段
の
取

組
を
発
表
で
き
る
場
と
な
り
、
多
く
の
家
族
が
親

子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、「
ぐ
ん
ま
親
の
学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
フ

Ỻ
シ
リ
テ
ổ
タ
ổ
養
成
講
座
」
で
す
。
東
部
教
育

事
務
所
で
は
、
県
で
行
う
フ
Ỻ
シ
リ
テ
ổ
タ
ổ
養

成
講
座
を
管
内
で
実
施
し
て
お
り
、
公
民
館
職
員

を
中
心
に
、
多
く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
公
民
館
職
員
の
方
が
フ
Ỻ
シ
リ
テ
ổ
タ
ổ

と
な
る
こ
と
で
、
公
民
館
事
業
に
ぐ
ん
ま
の
親
の

学
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
多
く
な
り
、普
及
に
役
立
ỵ
て
い
ま
す
。ま
た
、

年
々
受
講
者
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

部
教
育
事
務
所
の
社
会
教
育
主
事
と
一
緒
に
フ
Ỻ

シ
リ
テ
ổ
タ
ổ
を
務
め
て
い
た
だ
く
機
会
も
増
え

て
き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
更
に
家
庭
教
育
支
援
を
充
実
さ
る
た

め
に
、
ア
ウ
ト
リ
ổ
チ
型
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、そ
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
、

管
内
に
３
つ
あ
る
家
庭
教
育

支
援
チ
ổ
ム
で
す
。
今
後
、

各
チ
ổ
ム
と
の
連
携
を
一
層

深
め
、
管
内
の
家
庭
教
育
支

援
の
取
組
が
広
が
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

    

東部教育事務所 「人と地域をつなぐ生涯学習係」      

 

▼

 

  

～家庭の教育力の向上に向けた支援の推進～ 

教
育
事
務
所
भ
取
組 

▼

０
２
７
６-

３
１-

７
１
５
１

 

２０ 



 
 

                       

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ổ
で
は
、
家
庭
教
育
支
援
の
人
材
養

成
、
資
質
向
上
と
と
も
に
、
関
係
者
の
ネ
ỿ
ト
ワ
ổ
ク
づ

く
り
支
援
の
た
め
「
家
庭
教
育
支
援
者
養
成
講
座
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
、
テ
ổ
マ
ご
と
に
第
一
人
者
の
講
師
を
お
招

き
し
、
全
６
回
の
講
座
を
行
い
ま
し
た
。
第
１
回
は
、
家

庭
教
育
支
援
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
や
こ
れ
か
ら
支
援
を

行
ỵ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
方
に
向
け
た
概
論
を
、
第

２
回
は
、
家
族
療
法
・
ブ
リ
ổ
フ
セ
ラ
ピ
ổ
の
考
え
方
を

活
用
し
た
コ
ミ
ἁ
ニ
ケ
ổ
シ
ἂ
ン
ス
キ
ル
等
の
講
義
を
行

い
ま
し
た
。
第
３
回
か
ら
第
５
回
ま
で
は
、
最
近
話
題
の

テ
ổ
マ
を
学
ぶ
こ
と
で
、
家
庭
教
育
支
援
が
よ
り
充
実
し

た
も
の
と
な
る
よ
う
企
画
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義

は
、「
現
代
の
子
供
た
ち
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
伴
う
様
々

な
課
題
(
発
達
障
害
、
い
じ
め
不
登
校
等
)
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
」
、
「
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
供
た
ち
へ

の
支
援
と
里
親
制
度
」
、
「
家
庭
教
育
の
重
要
性
の
再
確

認
と
子
供
の
成
⾧
・
発
達
を
支
援
す
る
地
域
の
力
」
な
ど

の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
終
回
の
第
６
回
は
、
ま
と

め
の
グ
ル
ổ
プ
ワ
ổ
ク
と
し
ま
し
た
。
「
家
庭
教
育
支
援

に
お
け
る
課
題
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
話
合
い
を
行
い
、

解
決
の
ヒ
ン
ト
を
見
付
け
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
参
集
の

参
加
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
者
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ỿ
ド

形
式
で
グ
ル
ổ
プ
ワ
ổ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
活
動
や
立
場

が
異
な
る
方
々
が
、
お
互
い
の
表
情
を
見
な
が
ら
、
日
頃

の
活
動
に
お
け
る
悩
み
や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
話
し
合
ỵ

た
り
、
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
研
修

に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
会
場
参
加
の
方
は
、
休
憩
時
間

に
入
ỵ
て
も
話
合
い
が
続
く
ほ
ど
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
今
後
の
活
動
の
ヒ
ン
ト
や
明
日
へ
の
活

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。 

 
 第

１
回 

令
和
４
年
８
月
25
日
(
木
) 

「
子
供
ञ
ठ
भ
今
ध
地
域
द
育
ि
家
庭
教
育 

支
援
भ
視
点
」 

 

講
師 

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学 

 

学
⾧ 

大
森 

昭
生 

氏 

【
受
講
者
感
想
】
家
族
で
地
域
社
会
に
出
て
い

く
こ
と
で
得
ら
れ
る
子
供
の
自
己
有
用
感
の
お

話
は
、
幼
少
期
を
思
い
返
し
た
時
、
共
感
で
き
る

視
点
で
し
た
。
第
三
者
の

大
人
と
触
れ
合
う
こ
と

で
、
他
者
と
の
距
離
感
を

覚
え
た
り
、
一
般
教
養
的

な
も
の
を
学
ん
だ
り
と
、

地
域
に
は
、
学
校
教
育
と

は
異
な
る
力
が
あ
る
こ
と

を
改
め
て
認
識
で
き
ま
し

た
。
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第
２
回 

令
和
４
年
９
月
９
日
(
金
) 

「
家
族
療
法
भ
技
法
॑
用
ः
ञ
家
庭
教
育
支
援
」 

講
師 

N
P

O

法
人
子
育
थ
応
援
隊
ि
ऍ
ए
ा 

代
表 

喜
多
見 

学 

氏 

【
受
講
者
感
想
】
不
登
校
の
事
象
の
み
に
焦
点

化
せ
ず
、
家
族
関
係
、
環
境
な
ど
を
俯
瞰
的
に
捉

え
た
り
、
ど
の
部
分
に
変
容
や
成
⾧
の
チ
ἀ
ン

ス
が
あ
る
の
か
を
探
ỵ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が

支
援
に
当
た
ỵ
て
重
要
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
講
義
で
学

ん
だ
リ
フ
レ
ổ
ミ
ン
グ
や
リ

ソ
ổ
ス
の
探
究
な
ど
の
技
法

を
身
に
付
け
、
広
い
視
野
を

持
ち
つ
つ
、
前
向
き
な
支
援

を
行
ỵ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

第
３
回 

令
和
４
年
９
月
29
日
(
木
) 

「
現
代
भ
子
न
ु
ञ
ठ
भ
ছ
ॖ
ই
१
ॖ
ॡ
ঝ
ध 

ও
থ
ॱ
ঝ
ঊ
ঝ
५
」 

講
師 

大
湫
病
院
児
童
精
神
科
医 

関 

正
樹 

氏 

【
受
講
者
感
想
】
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ổ
ニ
ン
グ

や
い
じ
め
の
捉
え
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

の
活
用
な
ど
で
新
た
な
知
見
を
得
ら
れ
ま
し

た
。
自
分
の
居
場
所
が
な
か
ỵ
た
り
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、

Ａ
Ｓ
Ｄ
等
を
有
し
て
い
た
り
す
る
子
供
へ
の
対

応
や
今
そ
の
人
に
と
ỵ
て
、
何
が

苦
し
み
で
、
何
を
必
要
と
し
て
い

る
の
か
を
把
握
し
、
安
心
で
き
る

居
場
所
を
作
ỵ
て
あ
げ
る
こ
と
の

重
要
性
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

第
４
回 

令
和
４
年
10
月
４
日
(
火
) 

「
新
ञ
ऩ
時
代
भ
子
न
ु
家
庭
福
祉
␚
社
会
的
養 

護
॑
必
要
ध
घ
ॊ
子
न
ु
ञ
ठ
॑
支
इ
ॊ
地
域
␚
」 

 

講
師 

青
山
学
院
大
学
॥
঑
⑃
ॽ
ॸ
␽ 

人
間
科
学
部 

教
授 

横
堀 

昌
子 

氏 

【
受
講
者
感
想
】
先
生
の
児
童
養
護
施
設
へ
の

実
体
験
に
基
づ
く
溢
れ
出
る
想
い
を
感
じ
、
今

の
社
会
が
直
面
し
て
い
る
困
難
に
思
い
至
り
ま

し
た
。「
福
祉
は
し
あ
わ
せ
と
い
う
意
味
」
や
「
大

人
は
子
供
の
伴
走
支
援
者
」
な

ど
の
お
話
は
身
近
な
人
に
教

え
て
あ
げ
た
い
内
容
で
す
。
持

続
可
能
な
支
援
の
必
要
性
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

第
５
回 

令
和
４
年
10
月
22
日
(
土
) 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

「
ा
॒
ऩ
द
ण
ऩ
ऋ
ॉ
支
इ
ॊ
家
庭
教
育 

␚
子
न
ु
भ
成
⾧
؞
発
達
॑
支
援
घ
ॊ
地
域
भ
力
␚
」 

講
師 

九
州
女
子
大
学
人
間
科
学
部 

 

教
授 

大
島 

ऽ
ऩ 
氏 

【
受
講
者
感
想
】
社
会
性
を
身
に
付
け
た
り
、
自

立
の
ト
レ
ổ
ニ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
に
は
、
集

団
・
協
働
の
強
み
を
生
か
し
て
、
第
三
者
の
役
割

を
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
大
切
で
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
子
供
は
「
社
会
の
宝
」

で
あ
る
と
考
え
、
地
域
の
つ

な
が
り
で
子
育
て
を
支
援

す
る
社
会
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

第
６
回 

【
情
報
交
換
】 

実
施
日 

令
和
４
年
11
月
９
日
(
水
) 

【
受
講
者
感
想
】
現
場
を
担
う
支
援
者
の
意
見

や
情
報
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
学
び
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
関
係
の
方
た

ち
と
も
交
流
で
き
、
子
育

て
に
役
立
つ
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
ス
ム
ổ
ズ
に
意
見
交
換

が
で
き
て
、
こ
う
し
た
研

修
の
持
ち
方
も
メ
リ
ỿ
ト

が
大
き
い
と
感
じ
ま
し

た
。 

２２ 



\                         

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ổ
で
は
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の

最
近
の
動
向
を
踏
ま
え
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
担
当
職

員
等
に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
・
実
践
的
な
知
識
・
技
能
に

つ
い
て
の
研
修
を
行
い
、
参
加
者
の
資
質
向
上
を
図
ỵ
て

い
ま
す
。 

「
社
会
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ổ
」
第
１
回
は
、
社
会
教
育

の
役
割
に
つ
い
て
の
概
論
的
な
講
義
で
し
た
。
参
集
と
オ

ン
ラ
イ
ン
双
方
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
、
行
政
職
員
、

公
民
館
職
員
な
ど
多
く
の
方
々
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
２
回
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ổ
」
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
講
義
で
し
た
。
専
門
家
に
お
話
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ổ
だ
ỵ
た
方
に
も
体
験
談
を
語
ỵ

て
い
た
だ
き
、
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
第
３
回
は
、
吾

妻
郡
高
山
村
の
い
ぶ
き
会
館
を
会
場
に
、コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
・

ス
ク
ổ
ル
に
つ
い
て
の
講
義
と
ワ
ổ
ク
シ
ἂ
ỿ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
学
校
関
係
者
も
加
わ
り
、
熟
議
の
コ
ツ
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
４
回
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

教
育
推
進
の
必
要
性
と
如
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
に
つ
い

て
講
義
を
い
た
だ
き
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル

ổ
ム
を
活
用
し
た
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
理
解
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
現

場
で
の
実
践
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

５
回
に
わ
た
ỵ
て
行
わ
れ
た
「
社
会
教
育
実
践
研
修
」

で
は
、
「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
お
け
る
社
会
教
育
施
策

立
案
」
を
テ
ổ
マ
に
、
グ
ル
ổ
プ
で
モ
デ
ル
自
治
体
を
決

め
、
施
策
を
実
際
に
立
案
し
、
発
表
し
合
う
演
習
を
行
い

ま
し
た
。
国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
セ
ン
タ

ổ
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
く
こ

と
で
、
日
々
の
業
務
に
生
き
る
演
習
と
な
り
ま
し
た
。 

〇
社
会
教
育
推
進
७
঑
ॼ
␗ 

第
１
回 

令
和
４
年
６
月
２
日
(
木
)

「
地
域
॑
活
性
化
औ
च
ॊ
ञ
ी
भ
ण
ऩ
ऋ
ॉ
त
ऎ
ॉ
␚

ऒ
ो
ऊ
ै
भ
時
代
प
उ
ऐ
ॊ
社
会
教
育
भ
役
割
␚
」 

 

講
師 

愛
媛
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授 

露
口 

健
司 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
学
校
・
地
域
・
親
の
つ
な
が
り
が
子
供
に
良
い

影
響
を
与
え
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
に
希

望
を
感
じ
ま
し
た
。
メ
リ
ỿ
ト
を
感
じ
な
い
と

し
て
地
域
活
動
や
学
校
行
事
へ
参
加
し
な
い
人

も
多
い
の
で
す
が
、
子
供
へ
の
影
響
を
切
り
口

に
メ
リ
ỿ
ト
を
示
せ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

・
孤
立
し
て
い
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
家
庭
に

ア
プ
ロ
ổ
チ
す
る
こ
と
は
、
親
の
支
援
だ
け
で

 

 

           生涯学習センターの研修講座    
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な
く
、子
供
の
人
生
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
と

知
り
、
そ
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

第
２
回 
令
和
４
年
６
月
９
日
(
木
) 

「
খ
থ
ॢ
ॣ
॔
ছ
␗
भ
実
態
ध
必
要
ऩ
支
援
␚
খ
থ
ॢ

ॣ
॔
ছ
␗
ऋ
安
心
ख
थ
学
校
生
活
॑
送
ॊ
ञ
ी
प
␚
」 

 

講
師 

一
社
؞
日
本
ॣ
॔
ছ
␗
連
盟
代
表
理
事 

日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授 

堀
越 

栄
子 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ổ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
が
多
く
、
対
応
す
る
体
制
も
整
ỵ
て
い

な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ケ
ア
ラ
ổ
の
方
の

切
実
な
声
か
ら
の
学
び
が
大
き
か
ỵ
た
で
す
。 

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ổ
の
担
当
と
し
て
、丁
寧
な
支

援
を
心
掛
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。
ケ
ア
ラ
ổ
に

該
当
し
な
い
ケ
ổ
ス
で
も
、

関
係
機
関
に
適
切
に
つ
な

い
で
い
き
た
い
で
す
。 

 

第
３
回 

令
和
４
年
６
月
17
日
(
金
)

「
ण
ऩ
ऑ
ॊ
広
ऑ
ॊ
協
働
भ
輪
␚
地
域
住
民
भ
参
画
भ

ও
জ
⑁
ॺ
ध
上
田
市
भ
事
例
␚
」 

 

講
師 

上
田
市
Ｃ
Ｓ
統
括
॥
␗
ॹ
␽
ॿ
␗
ॱ
␗ 

伴 

美
佐
子 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
コ
ミ
ἁ
ニ
テ
ỻ
・
ス
ク
ổ
ル
が
軌
道
に
乗
る
ま 

 
 

で
時
間
が
掛
か
る
と
思
う
の

で
、
そ
こ
ま
で
を
工
夫
し
て
、

段
階
的
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

・
ワ
ク
ワ
ク
感
は
キ
ổ
ワ
ổ
ド

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
と
学

校
が
つ
な
が
る
上
で
、
地
域
の

宝
で
あ
る
子
供
た
ち
の
た
め

に
、
私
た
ち
自
身
も
楽
し
め
た

ら
最
高
だ
と
思
い
ま
し
た
。

 

第
４
回 

令
和
４
年
７
月
６
日
(
水
) 

「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
人
材
॑
育
थ
े
अ
」 

 
講
師 
東
京
学
芸
大
学
大
学
院 

教
育
学
研
究
科 

教
授 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

大
谷 

忠 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
は
、
子
供
が
、

自
分
で
見
出
し
た
課
題
に
つ
い

て
、
探
究
と
創
造
を
往
還
す
る

試
行
錯
誤
を
通
し
て
、
解
決
を

図
る
教
科
横
断
的
な
学
び
の
こ

と
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
公

民
館
で
は
、
月
１
回
程
度
、
子
供

た
ち
が
、
地
域
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
、
体
験
し

た
り
す
る
活
動
を
行
ỵ
て
い
ま
す
。
補
助
的
立

場
で
参
加
す
る
機
会
も
あ
る
の
で
、子
供
の
学
び

の
意
欲
を
高
め
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
子
供
の
考
え
に
耳
を
傾

け
て
、
興
味
・
関
心
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
関
わ
ỵ

て
い
き
た
い
で
す
。 

 

〇
社
会
教
育
実
践
研
修
(
全
５
回
７
␚
12
月) 

講
師 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
研
究 

७
থ
ॱ
␗
専
門
調
査
員 

 

菅
谷 

政
之 

氏 

【
受
講
者
感
想
】 

・
先
生
に
は
、５
回
に
わ
た
り
御
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
国
の
方
向
性
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
施
策

の
中
で
の
自
分
の
役
割
と
取
組
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

・
他
の
自
治
体
の
こ
と
を
知
り
、考
え
る
こ
と
で
、

自
ら
の
自
治
体
の
強
み
・
弱
み
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
施
策
の
立
案
に
グ
ル
ổ
プ
で
取

り
組
む
楽
し
さ
も
味
わ
え
ま
し
た
。 

     

 

２４ 



 

 

 

 

 

 

少
年
科
学
館
で
は
⒊ 

子
供
た
ち
に
科
学
す
る 

心
を
育
み
⒊
学
校
の

教
育
に
つ
な 

げ
る
観
点
か
ら
⒊
少
年 

科
学
教
育
を
推
進
し
て 

い
ま
す
⒋ 

 

■

多
様
友
学
習
吮
呄
吇
呀
吷 

 
 

平
日
叐
学
校
句
幼
稚
園
友
及
叏
団
体
利
用
可
積
極
的
双

受
厳
入
れ
叇
厦
叟
去
厓
科
学
展
示
室
又
叏
学
習
厒
吮
呀
吤
吖

呁
叽
吷
叏
学
習
投
影
厒
天
文
句
科
学
実
験
友
及
厒
希
望
句

実
態
双
応
厺
叀
様
々
友
学
習
吮
呄
吇
呀
吷
可
提
案
厹
叇
厦

叟
去
厓
校
外
学
習
句
理
科
授
業
叏
一
吊
吵
叉
厹
叇
厒
叟
叀
厒

教
職
員
叏
研
修
等
又
口
厬
気
軽
双
御
利
用
厱
叁
厷
厦
厓 

 

■

科
学
展
示
室 

科
学
叏
原
理
句
厹
厱
叠
双
叅
厦
叇
体
験 

又
厯
召
３５
叏
展
示
物
厮
厤
叫
叟
去
厓 

叟
叀
厒
手
作
叫
展
示
物
句
県
内
叏
施
設 

叉
連
携
厹
叀
展
示
口
行
叄
叇
厦
叟
去
厓 

土
呍日
呍祝
日
叐厘
同
叻
叿
呉
吐
后
吾
呎
厙句 

厘
科
学
工
作
厙厘
同
叻
叿
呉
吐
吳
呀
呉
吝
叺 

叹
吊
呎
吡
呎
厙等
叏
無
料
叻
吰
呉
吟
口
開
催
厹
叇
厦
叟
去
厓 

■

吮
呀
吤
吖
呁
叽
吷 

最
新
叏
咉
咜
吞
吏
吖
呂
式 

吮
呀
吤
吖
呁
叽
吷
又
臨
場
感 

厤
取
れ
召
星
空
可
楽
厹
叢
叟 

去
厓(

観
覧
料
咏中
学
生
以
下
無
料
厒
大
人
３００
円)

一
般
番
組

叏
投
影
叐
厒
平
日
叐
咆
日
咆
回(

午
後
咈
時
30
分
厭
只
咂厒
土

曜･

日
曜･

祝
日
叐
咆
日
咉
回
行
叄
叇
厦
叟
去
厓
叟
叀
厒厘
厵
及

口
宇
宙
教
室
厙句厘
星
空
叉
咔
咕
音
楽
叏
集
厦
厙友
及
叏
無
料

叻
吰
呉
吟
口
開
催
厹
叇
厦
叟
去
厓 

■

天
体
観
察
会 

高
倍
率
叏
望
遠
鏡
又
厒
月
句
木  

 
 

星
厒
土
星
友
及
可
観
察
去
召
無
料
叻

吰
呉
吟
厓
親
子
又
楽
厹
叡
天
体
観
察

入
門
編
又
去
厓 

  

■

厬
口
厹
叭
科
学
教
室 

県
内
叏
社
会
教
育
施
設
叉
連
携
厹
厒 

科
学
叏
取
厹
厰
句
楽
厹
厷
可
実
感
又 

厯
召
教
室
厓 

年
間
70
回
以
上
開
催
厹
叇
厦
叟 

去
厓 

 

■

特
別
叻
吰
呉
吟 

春
夏
秋
冬
厒
年
間
咉
回
厒
特
別
叻
吰
呉
吟
可
無
料
開
催

厹
叇
厦
叟
去
厓
厵
叏
期
間
叐
吮
呀
吤
吖
呁
叽
吷
口
無
料
双

友
叫
叟
去
厓
県
内
叏
企
業
句
学
校
友
及
叉
連
携
厹
叇
厒

子
供
叀
参
叏
科
学
叙
叏
興
味
呍関
心
可
高
叢
召
叩
厨
友

体
験
活
動
可
実
施
厹
叇
厦
叟
去
厓
詳
厹
厱
叐
吲
呎
吷
吱

呎
吏
可
御
覧
厱
叁
厷
厦
厓 

 

◆
䧖
問
合
䧥
先 

▼
県
生
涯
学
習
䨾
䩶
䩂
䩻 

少
年
科
学
館  

☎
䪲
䪴
䪹‐

䪴
䪴
䪲‐

䪳
䪺
䪹
䪸(

直
通) 

 
(

月
曜
休
館
䩺月
曜
祭
日
䧸
場
合
䧹
翌
日
休
館
䪯 

 

◆
䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻 

  

下
記
䫏
䫐
䨑
䨓
䨥
䨲
䨾
䨼
䧣
䧰
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

２５ 

 

少年科学館 少年科学館   
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視
聴
覚
吒
呉
吖
呎
又
叐
厒
所 

蔵
去
召
郷
土
資
料(

群
馬
県 

叏
歴
史
厒
文
化
呍
人
物
呍
自
然 

友
及
叏
映
像
番
組)

叏
咕
咧
咕 

化
双
取
叫
組
台
又
厦
叟
去
厓
映 

画
句
叹
吢
吸
叏
咕
咧
咕
句
音
楽 

咔
咕
友
及
口
厤
叫
厒
視
聴
覚
吭

呎
吐
双
叇
厒
無
料
又
厬
楽
厹
叠
厦
叀
叁
厳
叟
去
叏
又
御

活
用
厱
叁
厷
厦
厓 

 
 
 

学
校
句
公
民
館
双
叐
厒
人
権
厒
交
通
安
全
厒
健
康

等
双
関
去
召
咕
咧
咕
厒
吪
吞
吁
厒
16
吶
呁
听
叺
呂
吷
教

材
句
吮
呄
吏
叾
吆
吖
呎
厒
大
型
吐
吆
呁
呎
呉
等
叏
機
材

可
無
料
又
厬
貸
厹
厹
叇
厦
叟
去
厓 

 

 

令
和
咉
年
度
叏
購
入
教
材
咁
咕
咧
咕
咂
叐
次
叏
叉
厬

叫
又
去
厓
是
非
御
利
用
厱
叁
厷
厦
厓 

○

夕
焼
厳
咁
吻
呉
吇
合
叹
呀
呎
理
解
咂  

     

○

吐
吵
叻
呁
呎
各
吆
吘
叉
考
厪
召 

 

      
 

 
 

 

 
 

○

向
吚
吊
合
三
人
組
叏 

厦
厺
叢
可
友
厱
去
叀
叢
叏
作
戦 

 

厜
人
権
呍
小
学
校
低
学
年
向
厳
呍
15
分
厝 

             

1.受 付  2.絶 景 のカウンター  3.視 聴 コー

ナー（CD や DVD 視聴可） 4.県産材の机・

椅子 5.ブースで視聴できる CD や DVD 等  

６ .ゆったりソファーコーナー 

７.大人気の学習コーナー 

◆
貸
出
申
込
䨉
䩺
䧖
問
合
䧥
先 

 
 

▼
県
生
涯
学
習
䨾
䩶
䩂
䩻
䪴
階
情
報
相
談
䩘
䩰
䨥 

 

☎
䪲
䪴
䪹‐

䪴
䪴
䪶‐

䪵
䪷
䪶
䪳(

直
通) 

䪮
月
曜
休
館
䩺
月
曜
祭
日
䧸
場
合
䧹
翌
日
休
館
䪯 

 

 ５

２ １３

４６

７

視聴覚センター 

２６ 

厜
人
権
呍
職
員
研
修
向
厳
呍
35
分
厝  

厜
人
権
呍
小
学
校
高
学
年
向
厳
呍
16
分
厝  

叻
呉
吖
呎
吤
吚
吟
叏
正
厹
厦
使
厦
方 

3se 

紹介!生涯学習センター 



 

 

 

 

 

 

幼

児

同

士

叏
遊

叔
句
取 

れ
厤
厦
厒
保

護

者

同

士

叏 

情

報

交

換

叏
場

又
去
厓 

県

民

叏
皆

様

双
叩
叫
親

厹
台
又
厦
叀
叁
厳
召
叩
厨
双
厒

厘

各
吚
向
呂
呎
吷
厙
叏
愛

称

又

開

室

厹
叇
厦
叟
去
厓 

 

呆
呉
听
呄
叹
叏
明

召
厱
広

厦
室

内

又
厒
子

供

叀
参
厮
楽

厹
厱
過

厶
厽
召
叩
厨
厒
厬
口
参
古
句

絵

本

友
及
可
叀
厱
厷
台
用

意

厹
叇
厦
叟
去
厓

吳
呀
呉
吝
叺
叹
叏
子

育

叇
支

援

句
読

叠
聞

厭

厽
友
及
口
厤
叫
厒
授

乳

室

口
用

意

厹
叇
厦
叟

去
厓 

             

                      

     

(キッズルーム) 

◆

基
本
情
報 

▼

利
用
時
間 

9
時
30
分
䫻
17
時
䪮
休
館
日
除
䧛
䪯 

▼

対
象 

未
就
学
児
䧲
䧧
䧸
保
護
者 

▼

子
育
䧰
支
援
䩟
䩬
䩶
䩉
䨦
䨥 

 

毎
週
火
䫻
土
曜
日 

10
時
30
分
䫻
12
時 

当
䨾
䩶
䩂
䩻
䧸
䩟
䩬
䩶
䩉
䨦
䨥
䧘
䦼
乳
幼
児
䧸
遊
䧽
䧸
支

援
䩺
子
育
䧰
䧵
関
す
䨔
情
報
提
供
䧴
䧳
䨛
行
䧐
䨈
す
䦽
䨈

䧩
䦼
䧣
䧮
䧝
や
発
育
䧴
䧳
育
児
䧵
関
す
䨔
相
談
䨌
受
䧝
付

䧝
䧰
䧐
䨈
す
䦽 

 

▼

䨧
䩜
䩶
䩋
䩟
䩬
䩶
䩉
䨦
䨥 

月
䪳
䫻
䪴
回
11
時
䫻
11
時
30
分 

䩟
䩬
䩶
䩉
䨦
䨥
団
体
䧘
読
䨉
聞
䧗
䧥
や
紙
芝
居
䦼
親
子

遊
䧽
䦼
簡
単
䧴
工
作
䧴
䧳
䦼
趣
向
䨛
凝
䨒
䧣
䧩
出
䧣
物
䨛

行
䧐
䨈
す
䦽 

 

▼

䩞
䩻
䩣
䩝
䩻
䨻 

子
育
䧰
支
援
䩟
䩬
䩶
䩉
䨦
䨥
䧸
来
館
日
や
䨧
䩜
䩶
䩋
䧸
開 

催
日
䧴
䧳
䨛
御
案
内
䧣
䧰
䧐
䨈
す
䦽 

䨧
䩜
䩶
䩋
䧸
様
子
䧴
䧳
䨌
更
新
䧣
䧰
䧖
䨓
䨈
す
䧸
䧱
䦼
左 

記
䫏
䫐
䨑
䨓
是
非
御
覧
䧛
䧪
䧡
䧐
䦽 

   ◆

䧖
問
合
䧥
先 

  

䪮
月
曜
休
館
䩺
月
曜
祭
日
䧸
場
合
䧹
翌
日
休
館
䪯 

 

1.絵本 2.乗り物 

3.ブロック各種 

4.テントウムシ 

5.ボール、サイコロ、音の出るおも

ちゃなど。転がして遊べるよ！ 

6.大人気のすべり台！ 

↑ 広 々 と し た ス ペ ー

スです。のびのびと遊

べます(^▽^) 

授乳室もありま

す の で 御 利 用

くださいね↓ 

１

２

３

４５

６

☎
䪲
䪴
䪹‐

䪴
䪴
䪶‐

䪵
䪷
䪶
䪳(

直
通) 

 

育児学習室 

２7 

紹介!生涯学習センター 

▼

県
生
涯
学
習
䨾
䩶
䩂
䩻
䪴
階 



 

 

 

 

 

 

        

▼

䧜
䨜
䨈
県
民
䨮
䩯
䩆
䨻
䧲
䧹 

県
や
市
町
村
䩺
大
学
䦼
専
修
学
校
䦼

公
民
館
䦼
博
物
館
等
䧘
連
携
䧣
䧰
䦼
県

民
䧸
皆
䧡
䨜
一
人
一
人
䧸䧂
学
䧽
䧃
䨛

応
援
す
䨔
仕
組
䨉
䧱
す
䦽 

䧂
䧜
䨜
䨈
県
民
䨮
䩯
䩆
䨻
䫕
䫢
䫟
䩝
䩻
䨻
䧃

䨛
通
䧤
䧰
学
䧽
䧸
情
報
䨛
提
供
䧣
䦼䧂
䨼

䩂
䩶
䩚
手
帳
䧃
䧸
押
印
䧱
学
䧽
䨛
記
録

䧣
䧰
䧐
䧙
䨈
す
䦽
生
涯
学
習
䨾
䩶
䩂
䩻
や

連
携
機
関
䧱
手
帳
䨛
入
手
す
䨕
䧺
䦼
す

䧜
䧵䧂
学
䧽
䧃
䨛
始
䨋
䨒
䨕
䨈
す
䦽 

 

▼

䧳
䧟
䧱
学
習
䧱
䧙
䨔
䧸
？ 

群
馬
県
生
涯
学
習
䨾
䩶
䩂
䩻
や
連

携
機
関
䧱
実
施
䧡
䨕
䨔
講
座
や
講
演

会
䦼
博
物
館
や
図
書
館
䦼
美
術
館
等
䧸

施
設
見
学
䧴
䧳
䦼
様
々
䧴
場
䧱
学
䧽
䧩

䧐
䨌
䧸
䨛
学
䨀
䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䨈
す
䦽 

 

▼

対
象
䧹
誰
？ 

県
民
䧸
誰
䨌
䧘
参
加
可
能
䧱
䦼
自
分

䧸
目
的
や
趣
味
䧴
䧳
䧵
合
䨘
䧥
䧰
学
䨀

䧟
䧲
䧘
䧱
䧙
䨈
す
䦽 

 
 

▼

具
体
的
䧵
䧹
䧳
䧸
䨑
䧒
䧵
進 

 

䪳
時
間
䧵
䧮
䧙
䦼
䪳
䨼
䩂
䩶
䩚
䨛
押
印

䧣
䦼
規
定
䧸
押
印
数
䧵
達
す
䨔
䧲
䦼
群

馬
県
教
育
委
員
会
䧗
䨒
表
彰
状
䧘
授

与
䧡
䨕
䨈
す
䪮
100
個
䧱
妙
義
賞
䦼
300
個

䧱
榛
名
賞
䦼
500
個
䧱
赤
城
賞
䪯
䦽
表
彰

式
䧹
毎
年
䪳
月
䧵
行
䧭
䧰
䧐
䨈
す
䦽 

▼

䫴䫢
䫟
䩝
䩻
䨻
䩭
䩎
䩨
䩻
䨥
䩮
！
！ 

来
年
度
䦼䧂
䧜
䨜
䨈
県
民
䨮
䩯
䩆
䨻
䫕
䫢  

䫟
䩝
䩻
䨻
䧃
䨛
大
幅
䧵
䩭
䩎
䩨
䩻
䨥
䩮
䧣
䨈
す
䦽

子
供
向
䧝
䧸
情
報
提
供
䧴
䧳
䨌
充
実
䧣
䦼

生
涯
学
習
䧸
䫂
䫖
䧵
資
す
䨔
内
容
䧵
䧴
䨓
䨈

す
䦽

               

県生涯学習センター 

 

事務局 

◆お問合せ先  

 

（月曜休館・月曜祭日の場合は翌日休館） 

 

 

ぐんま県民カレッジ 

２８ 

䨋
䨕
䧺
䧐
䧐
䧸
？ 

▼県生涯学習センター ☎027－224－5700（代表） 

◆ホームページ  右記 QR からアクセスしてください。 



 

  

新
ञ
ऩ
出
発
द
घ
! 

馬
県
生
涯
学
習
吒
呉
吖
呎
内
双
厤 

召
厘
否
呎
吟
听
呂
吐
吆
呎
呂
同
吴
呎 

吟
吐
吝
呎
后
吾
呉
厙叐
厒
昨
年
咋
月
双

新
設
厓
県
厮
立
参
上
厴
叀
咇
呌
所
目
叏
障
害

者
就
労
支
援
吐
吝
呎
后
吾
呉
又
去
厓 

 

 

   

一
般
就
労
॑
目
指
ख
थ 

導
員
咇
名
叉
障
害
叏
厤
召
吐
吖
吚
听

咉
名
又
構
成
厷
れ
厒
本
吒
呉
吖
呎
句 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
校
厒
教
育
機
関
等
又
厒
除
草
句
剪 

 
 
 
 

 
 

 

定
厒
芝
生
叏
植
厪
付
厳
友
及
厒
環
境 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

整
美
可
中
心
双
業
務
可
行
叄
叇
厦
叟
去
厓
民
間

企
業
等
叙
叏
就
労
可
目
指
厹
叇
厒
様
々
友
知
識
厒

技
術
可
学
叔
厒
互
厦
双
協
力
厹
厒
助
厳
合
叄
叇
厒

日
々
頑
張
叄
叇
厦
叟
去
厓 

   

 

   

  

 
地
域
भ
一
員
ध
ख
थ  

地
叏
維
持
管
理
又
伐
採
厹
叀
樹
木

咁
薪
咂
叐
無
料
又
配
布
厹
厒
多
厱
叏

方
双
喜
台
又
厦
叀
叁
厱
厵 

叉
厮
又
厯
叟
厹
叀
厓 

吐
吝
呎
后
吾
呉
又
叐
厒
咤
咤

咥
咁
吔
呎
后
吺
呂
吐
各
呂
吟
呃

呎
吢
呉
吇
咂
可
取
叫
入
れ
召

友
及
厒
社
会
性
句
自
発
性
可

身
双
付
厳
召
取
組
双
口
力
可

入
れ
叇
厬
叫
厒
厬
互
厦
可
思

厦
句
召
吘
呎
吷
呆
呎
吆
可
大

切
双
厹
叇
厦
叟
去
厓 

   

 

 

     

 

紹
介
！
生
涯
学
習
セ
ン
タ
⒳ 

ハ
⒳
ト
フ
ル
ス
ク
⒳
ル 

サ
ポ
⒳
ト
ス
テ
⒳
シ
⒯
ン 

群 

敷 

指 

２９ 



 ―
 

 

群
馬
県
द
म
「
出
前
ऩ
॒
द
ु
講
座
」
॑
開
設
ख
थ

ः
ऽ
घ
。
講
師
भ
派
遣
म
無
料
द
घ
。
対
象
म
、
県
内

भ
町
内
会
ृ
子
供
会
ऩ
न
भ
地
域
भ
団
体
、
企
業
ऩ
न

भ
民
間
団
体
、
学
校
ृ
市
町
村
ऩ
न
भ
公
的
団
体
ऩ
न

ऋ
主
催
घ
ॊ
、
उ
उ
ि
ब
15
人
以
上
भ
会
議
ृ
説
明

会
、
授
業
ऩ
न
द
घ
(
営
利
目
的
भ
集
会
等
म
対
象

外
)
。
ऒ
भ
ঌ
␗
४
द
म
生
涯
学
習
७
থ
ॱ
␗
ऋ
担
当

घ
ॊ
講
座
॑
紹
介
ख
ऽ
घ
。
申
込
方
法
म
群
馬
県
঍
␗

঒
ঌ
␗
४
参
照
。
御
希
望
ऋ
ँ
ॊ
団
体
म
、
申
込
書
॑

ॲ
क़
থ
ট
␗
ॻ
ख
、
उ
申
ख
込
ा
ऎ
ट
औ
ः
。 

●
群
馬
県
ホ
␗
ム
ペ
␗
ジ
内 

出
前
な
ん
で
も
講
座
Ｑ
Ｒ 

群
馬
県
視
聴
覚
७
থ
ॱ
␗
ऋ
所
蔵

घ
ॊ
16
঑
জ
ই
␽
ঝ
঒
(
॔
ॽ
ও

映
画
、
郷
土
映
像
等
)
॑
鑑
賞
घ
ॊ

映
画
会
॑
実
施
ख
ऽ
घ
。
一
般
؞
子

供
؞
高
齢
者
等
、
様
々
ऩ
年
代
प
応

ग
ञ
16
঑
জ
ই
␽
ঝ
঒
॑
御
用
意

द
ऌ
ऽ
घ
。
ॹ
४
ॱ
ঝ
時
代
ट
ऊ
ै

ऒ
ज
、
「
ढ़
ॱ
ढ़
ॱ…

」
ध
ः
अ

16
঑
জ
映
写
機
भ
動
作
音
ृ
昔
ऩ

ऋ
ै
भ
温
ऊ
ः
雰
囲
気
、
古
ऌ
良

ऌ
時
代
भ
映
像
ऩ
न
भ
魅
力
॑
味

わ
␷
て
ः
ञ
ट
ऌ
ञ
ः
ध
思
ः

ऽ
घ
。
過
去
प
म
「
家
族
भ
若

ऊ
ॉ
ख
頃
」
प
出
会
इ
ञ
方
ु

ः
ऽ
ख
ञ
。
生
涯
学
習
७
থ
ॱ

␗
भ
঍
␗
঒
ঌ
␗
४
ऊ
ै
作
品 

॑
選
व
ऒ
ध
ऋ
द
ऌ
、
紹
介
動
画
ु
ँ
ॉ
ऽ
घ
भ
द
、

是
非
御
活
用
ऎ
ट
औ
ः
。 

  

 
 

 

  

 

子
育
थ
中
प
誰
ु
ऋ
体
験

घ
ॊ
े
अ
ऩ
「
困
ढ
ञ
؞
न
अ

ख
े
अ
」
॑
ॸ
␗
ঐ
प
、
参
加

者
同
士
द
役
割
演
技
ृ
話
合
ः

॑
ख
ऩ
ऋ
ै
子
育
थ
प
ण
ः
थ

学
व
体
験
型
भ
研
修
会
द
、
役
割
演

技
ृ
話
合
ः
भ
準
備
、
進
行
等
म
生
涯

学
習
७
থ
ॱ
␗
भ
職
員
ऋ
行
ः
ऽ
घ
。
子
育
थ
中
भ
保

護
者
ृ
ऒ
ो
ऊ
ै
親
ध
ऩ
ॊ
世
代
॑
対
象
ध
ख
ञ
研
修

会
ृ
公
民
館
भ
講
座
द
、
ऽ
ञ
、
学
校
द
म
入
学
者
説

明
会
、
入
学
時
検
診
時
、
保
護
者
懇
談
会
ऩ
न
द
ु
活

用
द
ऌ
ऽ
घ
。 

〇
ॸ
␗
ঐ
例
「
子
供
भ

ऺ
ी
方
؞
ख
ऊ
ॉ
方
」

「
入
学
प
向
ऐ
ञ
心
構

इ
」
「
思
春
期
भ
子
न
ु

ध
न
अ
関
ॎ
ॊ
?
」
「
生

活
習
慣
؞
将
来
प
ॎ
ञ
ॊ

健
康
भ
ञ
ी
प
」
「
ॖ
থ

ॱ
␗
ॿ
⑁
ॺ
ॺ
ছ
ঈ
ঝ
॑

考
इ
े
अ
」
ऩ
न
。

 
 

ऒ
भ
講
座
द
म
、
生
涯
学
習 

 
   

७
থ
ॱ
␗
内
भ
少
年
科
学
館
भ

施
設(

উ
ছ
ॿ
ॱ
জ
क़
঒
等)

、

事
業
भ
概
要
、
展
示
物
भ
説

明
ऩ
न
、
利
用
भ
際
भ
楽
ख

ा
方
॑
紹
介
ख
ऽ
घ
。 

ऽ
ञ
、
県
民
प
生
涯
学
習

भ
情
報
॑
提
供
घ
ॊ
生
涯
学
習

支
援
३
५
ॸ
঒
「
ए
॒
ऽ
県
民

ढ़
ঞ
⑁
४
」
प
ण
ः
थ
भ
説
明

ु
行
ः
ऽ
घ
。
少
年
科
学
館
ृ
ए
॒
ऽ
県
民
ढ़
ঞ
⑁
४

प
興
味
ऋ
ँ
ॊ
、
利
用
ख
थ
ा
ञ
ः
ध
ः
अ
団
体
म
是

非
御
活
用
下
औ
ः
。

紹
介
！
生
涯
学
習
セ
ン
タ
⒳ 

出
前
な
ん
で
も
講
座 

●
16
ミ
リ
フ
␽
ル
ム
作
品
検
索
Ｑ
Ｒ 

●
16
ミ
リ
フ
␽
ル
ム
映
画
会 

紹
介
動
画
Ｑ
Ｒ 

３0 
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